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主
な
内
容

沼島へ光ケーブル
　南あわじ市が進めるケーブルテレビ整備工事の一環
として、灘と沼島間の海底に光ファイバーケーブルを
敷設しました。
　沖合いの敷設船からのケーブル陸揚げ作業。
（２月 20日、灘城方海岸から。２～５頁に関連記事）
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着
々
と
進
む
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
整
備
工
事

広報 

　  情報課
☎ 43-5003

平
成
20
年
４
月
完
成
を
め
ざ
し

2007.3.1発行

格
差
の
な
い

情
報
基
盤
の
整
備

　

緑
地
域
・
南
淡
地
域
で
は
ケ
ー

ブ
ル
テ
レ
ビ
が
整
備
さ
れ
て
お
ら

ず
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
格

差
が
生
じ
て
い
ま
し
た
。
市
内
全

域
に
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
通
信
網
を

拡
張
す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
間

格
差
の
解
消
を
行
い
、
併
せ
て
平

成
23
年
の
ア
ナ
ロ
グ
放
送
終
了
対

策
と
し
て
、
デ
ジ
タ
ル
化
整
備
工

事
を
現
在
急
ピ
ッ
チ
で
進
め
て
い

ま
す
。

幅
広
い

サ
ー
ビ
ス
内
容

　

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
は
市
内
全
域

に
ケ
ー
ブ
ル
を
張
り
め
ぐ
ら
せ
、

行
政
や
地
域
の
新
鮮
な
情
報
を
各

ご
家
庭
へ
お
届
け
す
る
シ
ス
テ
ム

で
す
。

　

テ
レ
ビ
放
送
の
難
視
聴
地
域
を

な
く
し
、
情
報
格
差
の
解
消
に
も

大
き
な
役
割
を
果
た
し
ま
す
。
ま

た
、
福
祉
・
医
療
・
防
災
・
産
業

振
興
な
ど
様
々
な
分
野
の
サ
ー
ビ

ス
へ
の
可
能
性
を
広
げ
ま
す
。

　

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
主
な
サ
ー

ビ
ス
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◆
自
主
放
送

　

自
主
放
送
は
、
地
域
に
密
着
し

た
話
題
や
お
知
ら
せ
な
ど
を
取

材
・
編
集
し
、
テ
レ
ビ
を
通
し
て

紹
介
し
ま
す
。

　

番
組
に
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

チ
ャ
ン
ネ
ル
、
文
字
放
送
、
気
象

チ
ャ
ン
ネ
ル
が
あ
り
ま
す
。

◆
ケ
ー
ブ
ル
電
話

　

市
内
の
加
入
者
間
の
み
で
電
話

が
利
用
で
き
る
電
話
サ
ー
ビ
ス
で

す
。
通
話
料
は
無
料
で
す
。

◆
音
声
告
知
放
送

　

市
や
公
民
館
、
学
校
、
自
治
会

か
ら
の
お
知
ら
せ
や
、
災
害
時
の

緊
急
情
報
な
ど
を
各
家
庭
に
放
送

し
ま
す
。
各
家
庭
に
設
置
す
る
告

知
端
末
に
は
放
送
の
録
音
機
能
も

備
え
て
い
ま
す
。

◆
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス

　
（
オ
プ
シ
ョ
ン
サ
ー
ビ
ス
）

　

ケ
ー
ブ
ル
回
線
を
利
用
し
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
常
時
接
続
で
利

用
で
き
ま
す
。
月
々
の
基
本
使
用

料
と
は
別
に
料
金
が
必
要
で
す
。

　

緑
・
南
淡
地
域
で
の
サ
ー
ビ
ス

の
利
用
開
始
は
、
平
成
20
年
４
月

以
降
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

◆
デ
ジ
タ
ル
多
チ
ャ
ン
ネ
ル
放
送

　
（
オ
プ
シ
ョ
ン
サ
ー
ビ
ス
）

　

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
局
か
ら
有
償

で
貸
し
出
す
Ｓ
Ｔ
Ｂ
（
セ
ッ
ト

ト
ッ
プ
ボ
ッ
ク
ス
）を
利
用
し
て
、

　

南
あ
わ
じ
市
の
誕
生
か
ら
、
準
備
を
進
め
て
き
た
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
整
備
事
業
。
い
よ
い

よ
緑
・
南
淡
地
域
で
宅
内
工
事
が
始
ま
り
、
早
い
所
で
は
試
験
放
送
が
ご
覧
い
た
だ
け
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

衛
星
放
送
（
Ｂ
Ｓ
・
Ｃ
Ｓ
放
送
）

を
ご
覧
い
た
だ
け
る
サ
ー
ビ
ス
で

す
。
基
本
使
用
料
と
は
別
に
料
金

が
必
要
で
す
。
平
成
20
年
４
月
か

ら
の
サ
ー
ビ
ス
開
始
を
予
定
し
て

い
ま
す
。
サ
ー
ビ
ス
内
容
が
決
ま

り
次
第
、
広
報
紙
や
自
主
放
送
等

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

市
民
が
主
役
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
チ
ャ
ン
ネ
ル

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
チ
ャ
ン
ネ
ル

は
、
ケ
ー
ブ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
淡

路
（
通
称
「
さ
ん
さ
ん
ネ
ッ
ト
」）

▲確定申告書が作成できる国税庁の
　ホームページ

ケーブルテレビ配信チャンネル一覧

チャンネル名
アナログ
放送

デジタル
放送

備　　考

自
主
放
送

文字放送 １ 11-2( 予定 ) デジタル自主放送
は、平成20年４
月からご覧いただ
ける予定です

コミュニティ
チャンネル ３ 11-1( 予定 )

気象チャンネル ９ 11-3( 予定 )

ＮＨＫ総合（神戸） ２ １

毎日放送 ４ ４

サンテレビ ５ ３

ＡＢＣテレビ ６ ６

四国放送 ７(C17) アナログ放送のみ

関西テレビ ８ ８

読売テレビ 10 10

テレビ大阪 11 ７

ＮＨＫ教育 12 ２

が
制
作
し
た
独
自
番
組
の
放
送
で

す
。
市
民
に
愛
さ
れ
る
番
組
づ
く

り
に
努
め
、
市
民
が
主
役
の
放
送

局
と
し
て
、
地
域
に
密
着
し
た
情

報
を
お
届
け
し
ま
す
。

　

現
在
放
送
中
の
主
な
番
組
を
紹

介
し
ま
す
。

◆
さ
ん
さ
ん
ニ
ュ
ー
ス
ウ
ィ
ー

　
ク
リ
ー
（
毎
日
、
約
30
分
）

　

地
域
の
話
題
や
出
来
事
な
ど
３

〜
４
本
を
集
め
た
ニ
ュ
ー
ス
番
組

で
す
。
毎
日
午
前
７
時
、
正
午
、

午
後
７
時
、
午
後
10
時
、
午
前
０

時
の
５
回
放
送
（
午
前
０
時
は
平

日
の
み
）。
ニ
ュ
ー
ス
の
後
に
は
、

応
募
に
よ
り
、
３
歳
ま
で
の
誕
生

月
の
お
子
様
を
写
真
で
紹
介
す
る

「
さ
ん
さ
ん
キ
ッ
ズ
」の
コ
ー
ナ
ー

も
あ
り
ま
す
。

◆
さ
ん
さ
ん
企
画
番
組

　
（
月
〜
金
曜
日
、
約
１
時
間
）

　

公
民
館
等
で
の
文
化
活
動
や
、

ス
ポ
ー
ツ
・
健
康
の
講
演
会
な
ど

を
放
送
し
て
い
ま
す
。
月
曜
日
〜

金
曜
日
の
午
後
１
時
、
午
後
11
時

か
ら
放
送
中
。

◆
さ
ん
さ
ん
特
集
拡
大
版

　
（
土
・
日
曜
日
、
約
２
時
間
）

　

市
内
の
主
要
な
イ
ベ
ン
ト
（
市

民
ま
つ
り
・
文
化
行
事
な
ど
）、
学

校
行
事
、
市
議
会
一
般
質
問
な
ど

の
長
時
間
の
編
集
番
組
で
す
。
土

曜
日
と
日
曜
日
の
午
前
８
時
、
午

後
１
時
、
午
後
11
時
か
ら
放
送
中
。

地
上
デ
ジ
タ
ル
放

送
も
視
聴
可
能
に

　

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
で
は
、
地
上

デ
ジ
タ
ル
放
送
を
専
用
ア
ン
テ
ナ

で
受
信
し
た
信
号
を
そ
の
ま
ま

の
状
態
で
伝
送
す
る
方
式
（
パ
ス

ス
ル
ー
方
式
）
で
サ
ー
ビ
ス
を
行

い
ま
す
。
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
対

応
の
テ
レ
ビ
ま
た
は
、
地
上
デ
ジ

タ
ル
チ
ュ
ー
ナ
ー
を
ご
用
意
し
、

自主放送「コミュニティチャンネル」プログラム
　※さんさんネットの番組は、毎週金曜日正午に更新されます。

時間 月　～　木 金 土・日

7:00
さんさんニュースWeekly、さんさんキッズ（第１週～
３週）、えほんのこべや（第４週以降）

8:00 アグリネット（農業情報チャンネル）

さんさん
特集拡大
版

9:00 キッズステーション（CSサービス放送）
9:30 アグリネット（農業情報チャンネル）
10:00 お知らせ 
11:00 朝日ニュースター（CSサービス放送）

12:00
さんさんニュースWeekly、さんさんキッズ（第１週～
３週）、えほんのこべや（第４週以降）

13:00 さんさん企画番組
さんさん
特集
拡大版

14:00 CSサービス放送（カラオケチャンネル）
15:00 アグリネット（農業情報チャンネル）お知らせ 
16:00

子ども科学番組（サイエンスチャンネル）
17:00 お知らせ 

18:00
淡路島テレビジョン (洲本市 ) または兵庫県
広報番組

CS サービス
放送（土：ホー
ムドラマ、日：
キッズ）

19:00
さんさんニュースWeekly、さんさんキッズ（第１週～
３週）、えほんのこべや（第４週以降）

20:00 さんさんセレクション（ドラマなど）
21:00 お茶の間学習塾（教養番組など）

22:00
さんさんニュースWeekly、第１週～３週：さんさんキッ
ズ・第４週以降：えほんのこべや

23:00 さんさん企画番組 さんさん
特集
拡大版

24:00
さんさんニュースWeekly、さんさんキッズ（第
１週～３週）、えほんのこべや（第４週以降）

※プログラムは、さんさんネットのホームページでも紹介しています。

▲自主放送の編集作業（上段）、
　ケーブルネットワーク淡路（下段）

▲自主放送の取材風景

▲地上デジタル放送用センター機器の整備▲さんさんニュースウィークリー

※デジタル放送をご覧いただける時期は、緑・南淡地域は宅内工事完了後、
　西淡・三原地域は伝送路の改修後、平成19年秋以降の予定です。
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ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
に
接
続
し
て
い

た
だ
く
と
、
月
額
基
本
使
用
料
金

内
で
視
聴
で
き
ま
す
。

　

デ
ジ
タ
ル
放
送
を
ご
覧
い
た
だ

け
る
時
期
は
、
緑
・
南
淡
地
域
は

宅
内
工
事
完
了
後
、
西
淡
・
三
原

地
域
は
伝
送
路
改
修
後
の
平
成
19

年
秋
以
降
の
予
定
で
す
。

民
間
へ
の
貸
線
に
よ
る

サ
ー
ビ
ス
提
供

　

市
内
全
域
に
整
備
し
た
光
フ
ァ

イ
バ
ー
ケ
ー
ブ
ル
の
空
き
部
分

を
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
に
貸
し
出
す

こ
と
に
よ
り
、
市
内
全
域
で
光
ブ

ロ
ー
ド
バ
ン
ド
サ
ー
ビ
ス
が
提
供

さ
れ
ま
す
。

　

現
在
、
緑
・
南
淡
地
域
（
灘
・

沼
島
を
除
く
）
で
は
す
で
に
サ
ー

ビ
ス
が
開
始
さ
れ
て
お
り
、西
淡
・

三
原
地
域
と
灘
地
区
で
は
平
成
19

年
３
月
か
ら
、
沼
島
地
区
で
は
同

年
夏
頃
か
ら
順
次
サ
ー
ビ
ス
が
開

始
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　

ま
た
、
こ
の
光
フ
ァ
イ
バ
ー

ケ
ー
ブ
ル
の
空
き
部
分
に
つ
い
て

は
、携
帯
電
話
会
社
に
も
提
供
し
、

山
間
部
な
ど
の
電
波
が
届
か
な
い

地
域
の
解
消
も
図
り
ま
す
。

音
声
告
知
放
送
で

緊
急
情
報
等
を
伝
達

　

音
声
に
よ
り
行
政
情
報
等
を
お

知
ら
せ
す
る
音
声
告
知
放
送
は
、

市
内
で
の
一
斉
放
送
や
地
区
・
校

区
・
自
治
会
と
い
っ
た
グ
ル
ー
プ

を
特
定
し
た
放
送
機
能
を
持
っ

て
い
ま
す
。
市
役
所
や
公
民
館
な

ど
か
ら
放
送
が
あ
る
と
、
各
加
入

者
宅
に
設
置
し
た
告
知
端
末
の

ス
ピ
ー
カ
ー
か
ら
放
送
が
流
れ
ま

す
。
録
音
機
能
を
備
え
、
不
在
時

で
も
後
で
内
容
を
聞
く
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

ま
た
、
市
内
の
約
１
０
０
か
所

に
サ
イ
レ
ン
と
屋
外
ス
ピ
ー
カ
ー

を
設
置
し
、
細
か
な
防
災
情
報
を

発
信
し
ま
す
。

緑
・
南
淡
地
域
の

宅
内
工
事
が
始
動

　

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
整
備
の
請
負

業
者
（
三
洋
電
機
㈱
）
が
行
う
引

込
工
事
を
完
了
し
た
ご
家
庭
か

ら
、
申
込
時
に
指
定
さ
れ
た
電
気

店
に
よ
る
宅
内
工
事
が
始
ま
っ
て

い
ま
す
。
宅
内
工
事
が
済
ん
だ
ご

家
庭
か
ら
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
試

験
放
送
が
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

　

引
込
工
事
・
宅
内
工
事
は
約

７
千
件
の
加
入
者
宅
で
行
わ
れ
る

た
め
、
ご
家
庭
に
よ
っ
て
は
工
事

時
期
が
遅
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

　

な
お
音
声
告
知
放
送
及
び
ケ
ー

ブ
ル
電
話
は
、
利
用
可
能
な
ご
家

庭
が
一
定
の
割
合
を
超
え
る
ま
で

利
用
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
理
解
く

だ
さ
い
。

沼
島
へ
海
底
光
フ

ァ
イ
バ
ー
を
敷
設

　

南
あ
わ
じ
市
で

は
、「
広
報
南
あ
わ

じ
」
と
「
南
あ
わ
じ

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」

で
広
告
を
掲
載
し
ま

す
。

　

広
告
が
掲
載
で
き

る
の
は
、
市
民
の
福

祉
、
市
民
生
活
の
利

便
性
な
ど
を
考
慮
し

た
も
の
で
、
公
の
秩

序
ま
た
は
善
良
な
風

俗
に
反
す
る
も
の
や

意
見
広
告
、
人
権
侵

害
や
差
別
を
助
長
す

る
お
そ
れ
の
あ
る
も

の
な
ど
は
掲
載
で
き

ま
せ
ん
。

　

詳
し
く
は
情
報
課

（
☎
43
・
５
０
０
３
）

ま
た
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

範囲 対象（加入者） 放送内容 放送元

市全体 市内の全加入者

自然災害（台風・豪雨等）・

火災など安全・安心に関

する情報や、市役所等か

らのお知らせなど暮らし

に役立つ情報

市役所、ケーブル

ネットワーク淡路

（さんさんネット）

地　区

旧町（緑･西淡･

三原･南淡）及

び市内 21 の各

地区単位

公民館活動や保健セン

ターからの健診の案内、

各種団体からのお知らせ

など、地域・地区ごとの

情報

市役所総合窓口セン

ター、各地区公民館、

支所・出張所・連絡

所など

学校区
各小学校・中学

校の校区単位

学校行事や臨時休校のお

知らせなど

教育委員会、各小学

校・中学校など

自治会 各自治会単位
自治会の集会やお知らせ

など

各自治会集会所・自

治会長宅など

地　域
世帯数（件）
（平成17年国勢調査）

加入（申込）状況

加入（申込）者数（件）加入（申込）率（％）
西 淡 3,636 3,412 93.8
三 原 4,958 4,274 86.2
既設エリア計 8,594 7,686 89.4

緑 1,995 1,561 78.2
南 淡 6,455 5,105 79.1
新設エリア計 8,450 6,666 78.9
市全域合計 17,044 14,352 84.2

市
広
報
紙
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

有
料
広
告
を
募
集

有料広告募集内容

広報南あわじ
南あわじ市ホームページ

バナー広告

掲載位置
頁の下一段（１～３

頁、最終頁を除く）
トップページの下側

大きさ

（規格）

１種広告

　縦 4.5 ㎝×横 18㎝

２種広告

　縦 4.5 ㎝×横９㎝

※黒１刷り、版下（デー

タ・紙）は申込者で作成

縦 60ピクセル

横 140ピクセル

容量＝５キロバイト以内

ファイル形式＝ＧＩＦ

（アニメーションは不可）

掲載開始 ５月１日号～ ４月１日～

１枠あた

りの月額

掲載料

１種広告＝３万円。６

か月以上継続２万円。

２種広告＝１万６千

円。６か月以上継続

１万１千円

１万円。

※３か月を単位とし、

原則３か月以上 12か

月以内（更新可能）

募集枠数

１号あたり１種広告

で最大 20枠。紙面に

余裕がない場合は掲

載できません

最大 12枠

募集期間 発行日の 40日前 随時

その他

発行部数 21,200 部。

新聞折込等で市内へ

配布

アクセス数約12,000 件

/月（トップページのみ）。

総ページ数約 1,300

　

２
月
20
日
、
南
淡
漁
協

及
び
沼
島
漁
協
の
協
力
の

も
と
、
専
用
船
に
よ
り
灘

〜
沼
島
間
の
海
底
光
フ
ァ
イ

バ
ー
（
全
長
約
５
㎞
、
芯
線

数
１
０
０
芯
）
が
敷
設
さ
れ

ま
し
た
。こ
れ
に
よ
り
今
後
、

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
の
受
信

や
、
都
市
並
み
の
光
ブ
ロ
ー

ド
バ
ン
ド
サ
ー
ビ
ス
が
利
用

で
き
る
ば
か
り
で
な
く
、
多

分
野
で
こ
の
高
速
通
信
基
盤

を
活
用
し
た
サ
ー
ビ
ス
が
可

能
と
な
り
ま
す
。

加
入
申
込
み
は

お
早
め
に

　

平
成
19
年
12
月
末
ま
で
に

加
入
申
込
み
を
さ
れ
、
平
成

20
年
３
月
末
ま
で
に
宅
内
工
事

を
済
ま
さ
れ
た
場
合
、
通
常

７
３
５
０
０
円
の
加
入
料
（
加

入
分
担
金
と
引
込
工
事
費
）
が

２
１
０
０
０
円
に
な
り
ま
す
。

（
た
だ
し
、
宅
内
工
事
費
は
実

費
負
担
）

　

ま
だ
加
入
申
込
み
を
さ
れ
て

い
な
い
方
は
、
ぜ
ひ
こ
の
期
間

内
に
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

　

申
し
込
み
先
は
、
市
役
所
情

報
課
（
☎
43
・
５
０
０
３
）、

各
総
合
窓
口
セ
ン
タ
ー
、支
所
、

出
張
所
、
連
絡
所
へ
。

南あわじ市ケーブルテレビ加入（申込）状況

交通規制に

ご協力ください

▲光ブロードバンドなら動画も
　高速でダウンロード

▲音声告知端末（左）とケーブル電話機

音声告知

放送の内容

▲沼島海底に敷設した光ファイバーケーブル

（平成19年２月１日現在）

バナー広告掲載場所

南
あ
わ
じ
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

バ
ナ
ー
広
告
掲
載
場
所

「
お
知
ら
せ
し
ま
す

　
　

本
日
、・
・
・
」



　

南
あ
わ
じ
市
の
特
産
品
の
い
ぶ

し
瓦
を
利
用
し
た
魚
礁
を
市
内
二

か
所
の
海
釣
り
公
園
沖
に
設
置
し

ま
し
た
。

　

地
場
産
業
で
あ
る
瓦
の
振
興

と
豊
か
な
漁
場
環
境
の
整
備
を

目
的
と
し
て
、
市
が
市
内
の
魚
礁

メ
ー
カ
ー
に
開
発
を
依
頼
、
約

二
百
五
十
万
円
を
か
け
四
基
を
製

作
・
設
置
し
ま
し
た
。

　

魚
礁
は
、
縦
横
約
二
㍍
、
高
さ

一
㍍
の
鉄
枠
に
約
七
百
八
十
枚
の

い
ぶ
し
瓦
を
並
べ
て
い
ま
す
。
重

さ
は
基
礎
を
含
め
約
五
・
六
㌧
。

　

瓦
の
湾
曲
を
組
み
合
わ
せ
た
隙

間
が
伊
勢
エ
ビ
や
ア
ワ
ビ
、
カ
サ

ゴ
や
ソ
イ
な
ど
の
す
み
か
と
な

り
、
大
型
魚
を
集
め
る
こ
と
が
期

待
さ
れ
て
い
ま
す
。
魚
礁
メ
ー

カ
ー
で
は
、
い
ぶ
し
瓦
の
小
型
魚

礁
を
一
年
以
上
海
底
に
沈
め
、
素

焼
き
瓦
と
の
違
い
を
実
験
。
素
焼

き
瓦
魚
礁
と
同
等
以
上
の
結
果
を

確
認
し
て
い
ま
す
。

　

三
月
九
日
に
は
、
魚
礁
を
湊
港

か
ら
大
型
船
に
積
み
込
み
、
二
基

を
丸
山
海
釣
り
公
園
（
阿
那
賀
）

の
海
底
に
沈
設
。
十
日
に
は
二
基

を
福
良
湾
の
浮
体
式
多
目
的
公
園

（
メ
ガ
フ
ロ
ー
ト
）
沖
の
海
底
に

沈
め
ま
し
た
。

　

今
後
は
定
期
的
に
、
生
物
の
付

着
調
査
を
行
い
、
効
果
が
確
認
で

き
れ
ば
増
設
し
て
い
く
予
定
で

す
。
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▲いぶし瓦の魚礁の設置（丸山海釣り公園）

二
か
所
の
海
釣
り
公
園

い
ぶ
し
瓦
の
魚
礁
を
設
置

　

島
内
の
三
市
の
自
治
会
で
つ
く

る
淡
路
地
区
連
合
自
治
会
の
芝
壽

浩
会
長
ら
七
人
が
一
月
十
八
日
、

淡
路
県
民
局
と
本
州
四
国
連
絡
高

速
道
路
株
式
会
社
を
訪
問
し
、
神

戸
淡
路
鳴
門
自
動
車
道
の
通
行
料

金
の
低
減
化
を
求
め
る
要
望
書
を

提
出
し
ま
し
た
。

　

県
知
事
へ
の
要
望
書
で
は
通
行

料
金
に
つ
い
て
、「
平
成
十
五
年

七
月
か
ら
約
三
割
引
き
の
特
別
料

金
で
継
続
さ
れ
て
い
る
が
、
依
然

多
大
な
割
高
感
が
あ
り
、
島
内
の

経
済
活
動
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い

る
」「
高
速
道
路
を
利
用
せ
ず
、

一
般
道
路
を
走
行
す
る
大
型
ト

ラ
ッ
ク
の
増
加
に
よ
る
騒
音
・
振

動
・
渋
滞
な
ど
が
深
刻
化
し
、
島

民
の
生
活
が
脅
か
さ
れ
て
い
る
」

と
し
て
、「
島
民
の
生
活
向
上
と
、

誰
も
が
住
み
よ
い
地
域
づ
く
り
の

た
め
に
通
行
料
金
の
低
減
化
」
を

求
め
て
い
ま
す
。

淡
路
地
区
連
合
自
治
会
か
ら
要
望
書

高
速
道
路
料
金
の
低
減
を

　

南
あ
わ
じ
市
で
は
、
少
子
対
策

を
市
の
重
点
施
策
の
一
つ
と
し
て

位
置
づ
け
、
新
年
度
か
ら
「
少
子

対
策
課
」
を
新
設
す
る
こ
と
と
し

ま
し
た
。

　

ま
た
、
新
婚
世
帯
が
民
間
賃
貸

住
宅
に
入
居
す
る
場
合
、
家
賃
の

一
部
を
補
助
す
る
「
新
婚
世
帯
家

賃
補
助
制
度
」
を
設
け
、
市
内
へ

の
定
住
を
促
進
し
ま
す
。

　

市
で
は
、
一
月
十
五
日
に
「
少

子
対
策
推
進
本
部
（
本
部
長
・
中

田
勝
久
市
長
）」
を
設
置
。
二
月

一
日
の
本
部
会
議
で
は
、
戦
略
的

に
施
策
を
推
進
す
る
少
子
対
策
課

の
新
設
と
新
婚
世
帯
定
住
を
図
る

同
補
助
制
度
を
決
定
し
ま
し
た
。

　

補
助
制
度
の
対
象
は
、
婚
姻
届

出
日
よ
り
一
年
以
内
の
申
請
で
、

南
あ
わ
じ
市
の
住
民
基
本
台
帳
に

記
載
さ
れ
、
夫
婦
の
合
計
年
齢
が

八
十
歳
未
満
の
新
婚
世
帯
。
平
成

十
九
年
四
月
一
日
以
降
に
月
額
家

賃
が
五
万
円
以
上
の
市
内
民
間
賃

貸
住
宅
に
入
居
し
、
年
間
総
収
入

額
六
百
万
円
以
下
の
世
帯
な
ど
が

条
件
。
補
助
金
は
月
額
一
万
円
が

限
度
で
、
最
長
三
年
間
。

　

こ
れ
ら
の
少
子
対
策
は
、
三
月

の
市
議
会
定
例
会
に
提
案
さ
れ
、

審
議
さ
れ
ま
す
。
補
助
制
度
に
関

す
る
問
合
せ
は
、
市
長
公
室
（
☎

43
・
５
０
０
２
）
ま
で
。

▲子どもを産み育てる支援
　（４か月児健康診査）

少
子
対
策
の
一
環
と
し
て

新
婚
世
帯
に
家
賃
補
助

　

兵
庫
県
と
国
際
姉
妹
提
携
を
結

ぶ
西
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
州
の
上
院

議
長
ら
九
人
が
二
月
七
日
、
淡
路

フ
ァ
ー
ム
パ
ー
ク
イ
ン
グ
ラ
ン
ド

の
丘
を
訪
問
し
ま
し
た
。

　

ニ
ッ
ク
・
グ
リ
フ
ィ
ス
上
院
議

長
ら
は
、
同
州
が
県
へ
友
好
親
善

大
使
と
し
て
贈
っ
た
コ
ア
ラ
の
様

子
や
園
内
の
施
設
を
見
学
し
ま
し

た
。

　

コ
ア
ラ
館
で
は
、
食
事
中
の
コ

ア
ラ
の
様
子
を
視
察
。
四
頭
の
コ

ア
ラ
の
年
齢
が
十
歳
と
高
齢
と

な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
中
田
勝

久
市
長
が
「
若
い
コ
ア
ラ
を
寄
贈

頂
け
た
ら
」
と
依
頼
。
グ
リ
フ
ィ

ス
議
長
は
、「
手
厚
く
飼
育
さ
れ

て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
帰
っ

た
ら
議
会
に
伝
え
た
い
」
と
答
え

ら
れ
ま
し
た
。

▲コアラの飼育について話し合うグリフィス
　議長（右）と中田市長ら

西
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
州
上
院
議
長
ら

友
好
親
善
大
使
の
コ
ア
ラ
を
視
察

　

春
弥
生
を
迎
え
、
新
た
な
息
吹

き
が
感
じ
ら
れ
る
好
季
節
と
な
り

ま
し
た
。
い
つ
の
時
代
も
社
会

に
新
し
い
風
を
も
た
ら
す
の
は
若

者
で
あ
り
、
そ
の
若
者
が
学
業
を

終
え
社
会
に
羽
ば
た
く
こ
の
三
月

は
、
最
も
夢
と
希
望
に
満
ち
あ
ふ

れ
た
月
と
言
え
ま
し
ょ
う
。

　

さ
て
、
青
少
年
が
関
連
す
る
悲

惨
な
事
件
が
続
発
し
て
お
り
、
私

達
大
人
の
役
割
も
問
わ
れ
て
い

ま
す
。
以
前
か
ら
青
少
年
は
大
人

を
映
し
出
す
鏡
で
あ
る
と
申
し
ま

す
。
大
人
が
変
わ
れ
ば
、
子
ど
も

も
変
わ
る
、
つ
ま
り
青
少
年
健
全

育
成
は
す
な
わ
ち
大
人
の
意
識

改
革
に
か
か
っ
て
い
る
と
い
え
ま

す
。
私
が
今
皆
様
の
信
頼
を
心
の

糧
に
、
全
身
全
霊
を
傾
け
推
し
進

め
て
お
り
ま
す
少
子
対
策
事
業

も
、
実
は
根
幹
で
は
青
少
年
健
全

育
成
（
大
人
の
意
識
改
革
）
や
男

女
共
同
参
画
推
進
と
一
体
で
あ
る

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
が
健
全
に
育
つ
よ

う
、
家
庭
や
社
会
、
地
域
全
体
で

見
守
り
育
て
る
こ
と
で
、
子
ど
も

は
大
人
に
信
頼
感
を
も
ち
、
周
囲

に
感
謝
の
気
持
ち
を
感
じ
る
よ
う

に
な
る
。信
頼
さ
れ
る
よ
う
な
親
、

近
隣
の
人
と
な
る
。
言
う
こ
と
に

従
わ
せ
る
の
で
は
な
く
、
尊
敬
さ

れ
従
っ
て
も
ら
え
る
大
人
に
な
る

こ
と
が
一
番
大
事
な
こ
と
と
思
い

ま
す
。

　

今
の
子
ど
も
達
も
成
長
し
、
や

が
て
家
庭
を
持
ち
ま
す
。
男
女
が

お
互
い
を
尊
重
し
あ
い
、
子
育
て

に
夫
婦
が
協
力
し
て
と
も
に
取
り

組
む
こ
と
で
、
子
ど
も
を
安
心
し

て
生
め
る
家
庭
や
社
会
づ
く
り
が

構
築
さ
れ
る
と
思
い
ま
す
。

　

行
政
の
協
力
、
支
援
体
制
も
そ

の
安
心
感
づ
く
り
の
一
助
で
あ

り
、
市
が
今
打
ち
出
し
て
い
る
新

婚
世
帯
家
賃
補
助
な
ど
の
経
済
支

援
も
こ
こ
に
含
ま
れ
ま
す
。

　

い
ず
れ
も
、
政
治
や
行
政
の
と

り
く
み
だ
け
で
実
現
で
き
る
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
皆
様
お
一
人

お
ひ
と
り
の
自
ら
の
課
題
と
し
て

行
動
し
て
い
た
だ
き
、
地
方
自
治

体
や
、
企
業
、
民
間
団
体
ら
と
の

相
互
に
連
携
し
て
い
く
こ
と
が
不

可
欠
で
あ
り
ま
す
。
少
子
対
策
が

進
ん
だ
社
会
は
、
誰
に
と
っ
て
も

真
に
豊
か
な
社
会
で
す
。
夢
と
希

望
の
あ
る
街
を
目
指
し
、
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

0

20
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0

20

40
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80

100

年齢階級別未婚率推移

男性

女性

昭和60年
平成２年
平成７年
平成12年
平成 17年

昭和 60年
平成２年
平成７年
平成12年
平成 17年

20～ 24 25～ 29 30～ 34 35～ 39 40～ 44

20～ 24 25～ 29 30～ 34 35～ 39 40～ 44

％

％

歳

歳

（国勢調査）

男女別15歳以上人口
区　分 男 女

　総　数※ 21,403人 23,779 人

未　婚 5,326人 3,891人

有配偶 14,291人 14,264人

死　別 1,047人 4,658人

離　別 729人 954人
※配偶関係不詳を含む

平成17年国勢調査　配偶関係から

未
婚
率
は
男
女
と
も
上
昇
傾
向
！

▲上田茂県民局長（左）に要望書を提出する
　芝会長（中央）ら
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南
あ
わ
じ
市
榎
列
の
上
幡
多
集

落
の
七
十
七
戸
が
参
加
す
る
「
上

幡
多
営
農
組
合
」
の
設
立
総
会
が

二
月
十
四
日
、
上
幡
多
営
農
セ
ン

タ
ー
で
開
催
さ
れ
住
民
ら
約
五
十

人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

組
合
の
農
地
・
水
・
環
境
委
員

会
で
は
、
国
な
ど
が
進
め
る
「
農

地
・
水
・
環
境
保
全
向
上
対
策
事

業
」
に
取
り
組
み
、
農
地
や
農
業

用
水
な
ど
の
資
源
を
集
落
員
が
一

体
と
な
っ
て
良
好
な
状
態
で
守
る

活
動
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
総
務

委
員
会
で
は
、
田
植
機
の
共
同
利

用
に
よ
る
経
費
の
削
減
や
野
菜
栽

培
の
研
修
会
な
ど
担
い
手
の
育
成

に
取
り
組
み
ま
す
。

　

同
地
区
は
玉
葱
や
レ
タ
ス
等
の

栽
培
が
盛
ん
で
、
ほ
場
整
備
や
堆

肥
セ
ン
タ
ー
な
ど
が
す
で
に
完
成

し
て
お
り
、
共
同
播
種
作
業
や
朝

市
な
ど
に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

　

組
合
長
に
就
任
し
た
里
深
亘
さ

ん
は
、「
集
落
の
意
見
を
尊
重
し

て
組
合
を
設
立
し
ま
し
た
。
組
合

員
の
熱
い
思
い
に
答
え
、
担
い
手

育
成
や
地
域
の
特
性
を
生
か
し
た

効
率
的
な
農
業
を
確
立
し
て
い
き

た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。
中
田
市
長

も
「
こ
れ
か
ら
も
先
進
的
な
地
域

と
し
て
の
取
り
組
み
を
願
っ
て
い

ま
す
」
と
祝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

集
落
全
員
で
ふ
る
さ
と
づ
く
り

上か

み

は

だ

幡
多
営
農
組
合
の
設
立
総
会

広報 

81
団
体
が
誕
生

　

南
あ
わ
じ
市
で
は
、
平
成
十
六

年
の
台
風
災
害
の
経
験
や
、
近
い

将
来
高
い
確
率
で
発
生
す
る
と
さ

れ
て
い
る
南
海
地
震
へ
の
対
策
か

ら
「
自
主
防
災
組
織
」
の
育
成
を

推
進
し
て
い
ま
す
。

　

自
主
防
災
組
織
と
は
、
地
域
ぐ

る
み
で
助
け
合
い
、
災
害
に
備
え

る
た
め
の
取
り
組
み
で
す
。

　

現
在
、二
百
二
自
治
会
の
う
ち
、

約
百
七
十
自
治
会
で
の
住
民
説
明

会
を
終
え
、
八
十
一
の
組
織
が
設

立
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
組
織
は
立
ち
上
げ
た

も
の
の
、
多
く
の
団
体
で
具
体
的

な
取
り
組
み
を
進
め
て
い
な
い
の

が
現
状
の
よ
う
で
す
。

具
体
的
な
活
動
例

　

個
人
の
防
災
意
識
の
向
上
と
強

い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
が
基
本

の
活
動
と
な
り
ま
す
。
一
例
を
紹

介
し
ま
す
。

・
学
習
会
を
開
催
す
る

・
防
災
マ
ッ
プ
を
作
成
す
る

・
避
難
の
体
制
を
整
え
る
（
隣
近

所
の
声
か
け
な
ど
）

・
各
家
庭
の
家
具
の
固
定
、
安
全

配
置
を
確
認
す
る

・
家
庭
で
の
備
蓄
を
す
る

・
防
災
資
機
材
を
整
備
す
る

・
災
害
情
報
を
共
有
す
る

　

多
く
の
課
題
が
見
え
て
く
る
と

思
い
ま
す
が
、優
先
順
位
を
決
め
、

一
つ
ひ
と
つ
取
り
組
ん
で
い
く
こ

と
が
肝
心
で
す
。

　

防
災
課
で
は
、
組
織
活
動
に
つ

い
て
の
学
習
会
や
会
議
等
へ
も
積

極
的
に
出
席
し
ま
す
の
で
、
随
時

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

自
主
防
災
組
織
の
現
状

南あわじ市防災ネット
http://bosai.net/
minamiawaji/

　
　
　
ひ
と
口
メ
モ

防災課
☎43-5006

▲自主防災組織についての住民説明会

　

地
震
や
津
波
な
ど
の
災
害
発
生

時
に
市
民
に
避
難
場
所
を
知
ら
せ

る
誘
導
標
識
を
設
置
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
「
案
内
・
安
全
共
通
マ
ー
ク

普
及
会
」
と
島
内
三
市
が
標
識
設

置
に
関
す
る
協
定
を
結
び
ま
し
た
。

　

協
定
の
締
結
式
は
二
月
九
日
、

淡
路
広
域
消
防
本
部
で
行
わ
れ
、

同
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
園
邉
榮
五
郎
理
事
長

と
柳
実
郎
洲
本
市
長
、
門
康
彦
淡

路
市
長
、
中
田
勝
久
南
あ
わ
じ
市

長
が
協
定
書
を
交
換
し
ま
し
た
。

　

避
難
標
識
は
、
三
・
五
㍍
の
支

柱
に
縦
六
十
七
㌢
、
横
三
十
二
㌢

の
発
行
ダ
イ
オ
ー
ド
の
導
光
板
を

付
け
た
も
の
で
、
避
難
誘
導
シ
ン

ボ
ル
と
避
難
場
所
ま
で
の
距
離
が

示
さ
れ
て
い
ま
す
。
太
陽
電
池
パ

ネ
ル
と
蓄
電
池
を
備
え
、
夜
間
は

点
滅
表
示
し
、
停
電
時
に
も
作
動

し
ま
す
。

　

今
後
は
、
同
Ｎ
Ｐ
Ｏ
が
企
業
協

賛
金
を
集
め
て
製
作
し
、
各
市
に

五
基
ず
つ
設
置
す
る
計
画
で
す
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
が
島
内
３
市
と
協
定

避
難
場
所
を
示
す
誘
導
標
識
設
置

▲協定を結ぶ園邉理事長（左）と島内の３市長

文
化
財
防
火
デ
ー

文
化
財
を
火
災
か
ら
守
ろ
う

　

全
国
各
地
で
文
化
財
防
火
運
動

を
展
開
す
る「
文
化
財
防
火
デ
ー
」

に
あ
わ
せ
、
一
月
二
十
五
日
と

二
十
六
日
の
両
日
、
淡
路
広
域
消

防
職
員
と
市
役
所
文
化
財
担
当
職

員
が
国
や
県
、
市
の
指
定
を
受
け

て
い
る
文
化
財
管
理
施
設
十
八
か

所
を
巡
回
し
、
防
火
設
備
を
点
検

し
ま
し
た
。

　

昭
和
二
十
四
年
一
月
二
十
六

日
、
現
存
す
る
世
界
最
古
の
木

造
建
造
物
で
国
宝
の
法
隆
寺
金
堂

（
奈
良
県
）
が
炎
上
し
壁
画
が
焼

損
し
た
こ
と
を
契
機
に
、
こ
の
日

を
「
文
化
財
防
火
デ
ー
」
と
定
め
、

全
国
的
に
文
化
財
防
火
運
動
を
展

開
し
て
い
ま
す
。

　

木
造
薬
師
如
来
立
像（
県
指
定
）

が
安
置
さ
れ
て
い
る
平
等
寺
（
倭

文
）
で
は
、
広
域
消
防
職
員
が
金

屋
康
久
住
職
と
一
緒
に
消
火
器
の

設
置
場
所
や
使
用
年
限
な
ど
を
点

検
。「
火
災
は
い
つ
発
生
す
る
か

わ
か
ら
な
い
の
で
、
安
心
し
な
い

よ
う
に
心
掛
け
て
く
だ
さ
い
」
と

指
導
し
て
い
ま
し
た
。

▲木造薬師如来立像が安置されている薬師堂を点検する
　淡路広域消防職員

 

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
と
き
は

申
請
免
除
（
全
額
免
除
・
一

部
納
付
）

　

一
定
の
条
件
を
満
た
す
人
に
、

保
険
料
の
「
全
額
」
も
し
く
は
「
一

部
」
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

▽
免
除
の
種
類　

全
額
、
４
分
の

３
、
半
額
、
４
分
の
１

▽
審
査
要
件　

本
人
・
配
偶
者
・

世
帯
主
の
所
得

▽
承
認
期
間　

７
月
〜
翌
年
６
月

若
年
者
納
付
猶
予

　

30
歳
未
満
の
人
で
国
民
年
金
保

険
料
を
納
め
る
の
が
困
難
な
人
で

条
件
を
満
た
す
と
保
険
料
の
納
付

が
猶
予
さ
れ
ま
す
。

▽
審
査
要
件　

本
人
（
30
歳
未

満
）・
配
偶
者
の
所
得

▽
承
認
期
間　

７
月
〜
翌
年
６
月

学
生
納
付
猶
予

　

学
生
で
前
年
所
得
が
基
準
額
以

下
の
人
が
、
条
件
を
満
た
す
と
保

険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。

▽
対
象
者　

大
学
（
大
学
院
）・

短
大
・
高
等
専
門
学
校
・
専
修

学
校
・
各
種
学
校
な
ど
に
在
籍

す
る
学
生

▽
所
得
の
基
準　

学
生
本
人
の
前

年
所
得
１
１
８
万
円
以
下
（
扶

養
親
族
加
算
あ
り
）

▽
承
認
期
間　

４
月
〜
翌
年
３
月

ま
で
の
学
生
で
あ
る
期
間

問
市
民
課
☎
43
・
５
０
２
３

▽
日
時　

４
月
６
日
（
金
）

　

午
前
11
時
〜
午
後
３
時

▽
場
所　

南
淡
公
民
館

▽
申
込
み　

市
民
課

　

☎
43
・
５
０
２
３

　

病
気
や
ケ
ガ
・
失
業
・
所
得
の
減
少
等
に
よ
り
、
国
民
年
金
保
険
料
を

納
め
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
、
保
険
料
の
納
付
が
免
除
や
猶
予
さ
れ
る
各

種
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

未
納
の
ま
ま
放
置
さ
れ
ま
す
と
、
将
来
の
老
齢
基
礎
年
金
や
、
い
ざ
と

い
う
と
き
の
障
害
基
礎
年
金
、
遺
族
基
礎
年
金
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き

な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
必
ず
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

　

南
あ
わ
じ
市
の
温
泉
施
設
「
足

湯
・
う
ず
の
ゆ
」
に
こ
の
ほ
ど
、

風
雨
を
避
け
る
た
め
の
防
風
扉
と

天
窓
を
取
り
付
け
、
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　

同
施
設
は
、
南
あ
わ
じ
市
内
の

温
泉
郷
を
観
光
客
に
Ｐ
Ｒ
す
る
広

告
塔
と
し
て
、
昨
年
四
月
九
日
、

な
な
い
ろ
館
の
隣
に
完
成
し
ま
し

た
。
癒
し
と
憩
い
の
場
と
し
て
親

し
ま
れ
、
現
在
ま
で
に
一
日
平
均

で
約
二
百
人
が
利
用
し
て
い
ま
す
。

　

施
設
は
、
屋
外
の
景
色
と
開
放

感
を
楽
し
ん
で
も
ら
う
た
め
外
壁

は
無
く
、
屋
根
の
中
央
か
ら
自
然

光
を
取
り
込
む
た
め
空
間
が
設
け

ら
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
雨
天
時

や
強
風
時
に
は
利
用
が
し
に
く

く
、
要
望
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
し

た
。

　

一
月
中
旬
か
ら
の
改
装
工
事
で

は
、
海
側
の
四
面
に
透
明
ア
ク
リ

ル
板
製
の
防
風
扉
と
屋
根
中
央
部

に
ガ
ラ
ス
製
の
天
窓
を
設
置
、
足

洗
い
場
も
新
設
し
て
衛
生
面
に
配

慮
し
ま
し
た
。
ま
た
、
施
設
内
の

保
温
効
果
が
高
ま
る
こ
と
に
よ
る

加
熱
用
燃
料
費
の
節
約
に
も
つ
な

が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま

す
。
費
用
は
約
三
百
万
円
。

防
風
扉
と
天
窓
を
整
備

「
足
湯
・
う
ず
の
ゆ
」
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

▲上幡多集落が取り組む「幡多の朝市」16頁参照
▲防風扉と天窓を設置した「足湯・うずのゆ」
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南あわじ市役所
総合窓口センター
　緑　庁舎☎44-3001
　西淡庁舎☎37-3011
　三原庁舎☎43-5021
　南淡庁舎☎50-3031
【中央庁舎】
総務部
　市長公室☎43-5002
　総務課☎43-5001
　防災課☎43-5006
　情報課☎43-5003
　さんさんネット☎43-2345
選挙管理委員会事務局☎43-5004
議会事務局☎43-5005
【緑庁舎】
健康福祉部
　福祉課☎44-3002
　長寿福祉課☎44-3005
　保険課☎44-3003
　健康課☎44-3004
【西淡庁舎】
産業振興部
　商工観光課☎37-3012
　水産振興課☎37-3013
都市整備部
　管理課☎37-3014
　建設課☎37-3015
　都市計画課☎37-3016
教育委員会（教育部）
　教育総務課☎37-3017
　学校教育課☎37-3018
　人権教育課☎37-3019
　生涯学習文化振興課☎37-3020
【三原庁舎】
市民生活部
　市民課☎43-5023
　税務課☎43-5022
　生活環境課☎43-5024
農業振興部
　農林振興課☎43-5025
　農地整備課☎43-5026
　地籍調査課☎43-5027
　農業共済課☎42-6210
農業委員会事務局☎43-5029
【南淡庁舎】
財務部
　財政課☎50-3033
　管財課☎50-3034
　国体推進室☎50-3036
上下水道部
　企業経営課☎50-3037
　水道課☎50-3038
　下水道課☎50-3039
会計課☎50-3040

ご
み
を
出
す
と
き
の
ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー

ご
み
袋
に
入
れ
て

　

市
指
定
の
ゴ
ミ
袋
（
赤
色
）
に

入
れ
て
く
だ
さ
い
。
指
定
袋
以
外

の
ゴ
ミ
袋
や
ゴ
ミ
袋
を
縛
り
付
け

た
だ
け
の
場
合
は
収
集
で
き
ま
せ

ん
。
ご
み
袋
は
口
を
縛
り
、
中
か

ら
ゴ
ミ
が
出
な
い
よ
う
に
し
て
く

だ
さ
い
。
ゴ
ミ
袋
は
、
市
内
の
委

託
業
者
な
ど
で
購
入
し
て
く
だ
さ

い
（
大
20
枚
入
り
６
３
０
円
、
小

20
枚
入
り
４
２
０
円
）。

ご
み
収
集
カ
レ
ン
ダ
ー

　
　
　
　
　
の
配
布　

　

ご
み
収
集
日
を
示
し
た
「
平
成

19
年
度
ご
み
収
集
カ
レ
ン
ダ
ー
」

を
配
布
し
ま
す
。
台
所
な
ど
に

貼
っ
て
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
緑
・
三
原
地
域　

３
月
18
日
の

新
聞
折
込
で
配
布

▽
西
淡
・
南
淡
地
域　

自
治
会
を

通
じ
３
月
末
ま
で
に
配
布

　

上
記
に
よ
り
入
手
で
き
な
い
場

合
は
、
総
合
窓
口
、
支
所
、
出
張

所
で
お
受
け
取
り
く
だ
さ
い
。

問
生
活
環
境
課
☎
43
・
５
０
２
４

燃
や
す
ご
み
の
出
し
方

分
別
を
す
る

　

燃
や
す
ご
み
は
、ビ
ニ
ー
ル
類
、

紙
く
ず
、布
類
、皮
製
品
、ゴ
ム
類
、

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
、
履
物
類
、
玩

具
類
で
す
。
台
所
の
生
ご
み
は
水

切
り
を
十
分
に
し
て
く
だ
さ
い
。

不
燃
ご
み
や
有
害
物
、
資
源
ご
み

は
袋
に
入
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

決
め
ら
れ
た
場
所
・
時
間
に

　

ご
み
の
収
集
日
は
、
地
域
や
集

落
で
異
な
り
ま
す
。
集
落
の
ご
み

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
や
共
同
ご
み
箱
な

ど
指
定
さ
れ
た
場
所
に
時
間
ど
お

り
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▲他の袋に入れ、指定袋を添付

会議日 　会議内容（予定）

本
会
議

第１日 ３月１日（木）午前10時

◆専決処分の承認
◆兵庫県後期高齢者医療広域
　連合議会議員の選挙
◆19年度施政方針表明
◆19年度南あわじ市一般会
　計・特別会計・公営企業会
　計予算上程
◆条例案上程
◆18年度南あわじ市一般会
　計、特別会計、公営企業会
　計補正予算上程
◆その他の案件上程

第２日 ３月２日（金）午前10時

第３日 ３月５日（月）午前10時
◆一般質問（19年度予算・施
政方針の総括質疑を含む）

◆ 19 年度南あわじ市一般会
計、特別会計、公営企業会
計予算上程（質疑、委員会
付託）

第４日 ３月７日（水）午前10時

第５日 ３月８日（木）午前10時

第６日 ３月９日（金）午前10時

第７日 ３月12日（月）午前10時

第８日 ３月19日（月）午前10時
◆各常任委員会審査報告・表
決

◆追加議案上程
第９日 ３月28日（水）午前10時

第 10日 ３月 29日（木）午前10時

委
員
会

総 務 常 任 委 員 会 ３月14日（水）午前10時

◆付託議案の審査文教厚生常任委員会 ３月15日（木）午前10時

産業建設常任委員会 ３月16日（金）午前10時

※平成19年度予算は予算審査特別委員会を設置し審査を行います。審査の日程
　については、予算審査特別委員会設置後、３月20日（火）・23日（金）・26
　日（月）で調整を行う予定です。

◆議場での傍聴
　中央庁舎 3階議場にお越しください（傍聴規則を遵守していただき
ます）

◆インターネットによる中継
　ご自宅のパソコンから議会・委員会中継をご覧いただけます。南あわ
じ市ホームページ（http://www.city.minamiawaji.hyogo.jp/）トッ
プページ上部の「議会」ボタンをクリック

◆テレビ中継
　テレビ設置場所は、中央庁舎 1階ロビー、緑庁舎１階ロビー、緑市
民センター 1階ロビー、西淡庁舎 1階ロビー、西淡第 2庁舎１階ロ
ビー、三原庁舎 1階ロビー、三原公民館 1階ロビー、南淡庁舎 1階
ロビー、南淡公民館1階ロビー

　　　　　　　　　　　　　　　　　　問議会事務局☎43-5005

第 14回南あわじ市

議 会
定例会日程

税
の
納
め
忘
れ
・
申
告
漏
れ
は

　
　
　
　
　
　
　
　
あ
り
ま
せ
ん
か
？

確
定
申
告
は
３
月
15
日
ま
で

　

平
成
18
年
分
所
得
税
の
確
定
申

告
の
受
付
は
、
３
月
15
日
（
木
）

ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。
期
限
間

際
と
な
り
ま
す
と
大
変
混
雑
し
ま

す
。
保
険
料
控
除
証
明
書
や
源
泉

徴
収
票
、
事
業
の
収
支
内
訳
書
な

ど
の
必
要
書
類
を
添
え
て
、
早
め

に
申
告
し
ま
し
ょ
う
。

　

な
お
、
南
あ
わ
じ
市
の
申
告
相

談
会
場
と
日
程
は
、
広
報
南
あ
わ

じ
２
月
号
と
南
あ
わ
じ
市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（h

ttp
://w
w
w
.city.

m
in
am
iaw
aji.h

yo
go
.jp
/

）
に

掲
載
し
て
い
ま
す
。

税
金
の
納
め
忘
れ
は
あ
り
ま

せ
ん
か

　

税
金
に
は
多
く
の
種
類
が
あ

り
、
納
付
す
る
期
日
も
異
な
っ
て

い
ま
す
。
家
族
の
方
の
名
義
分
を

含
め
て
、
税
金
の
納
め
忘
れ
は
ご

ざ
い
ま
せ
ん
か
。
今
一
度
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

　

納
期
限
を
過
ぎ
て
も
納
付
い
た

だ
け
な
い
場
合
は
、
督
促
状
を
自

宅
に
発
送
し
ま
す
。
そ
れ
で
も
納

付
さ
れ
な
い
場
合
は
、
法
に
基
づ

き
差
し
押
さ
え
、
財
産
の
公
売
等

を
行
い
、
市
税
に
充
て
る
こ
と
と

な
り
ま
す
。

　

諸
事
情
に
よ
り
納
付
が
困
難
に

な
っ
た
場
合
は
、
滞
納
の
ま
ま
に

せ
ず
、
税
務
課
収
税
係
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

償
却
資
産
（
固
定
資
産
税
）

申
告
の
お
願
い

　

申
告
が
ま
だ
の
方
は
、
早
急
に

申
告
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
税
務
課
☎
43
・
５
０
２
２

加入はお済みですか？
　｢フェニックス共済 ｣

　掛け金年額 5,000 円で自

然災害時の住宅再建に最高

600 万円を支給。郵便局で

も申込みができます。

問総務課☎ 43-5001

淡
路
瓦
屋
根
工
事
に
奨
励
金

　
　
　
　
　
　
　
　
制
度
の
改
正

　

改
正
箇
所
は
太
字
部
分
。

▽
対
象
者
に
つ
い
て

・
住
宅
（
店
舗
等
併
用
住
宅
の
場

合
は
住
居
部
分
が
２
分
の
１

以
上
）
を
新
築
（
建
売
も
可
）、

増
築
ま
た
は
瓦
使
用
部
分
の

８
割
以
上
を
葺
き
替
え
し
た

方
・
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
共
済
に
加
入
し

て
い
る
方

・
市
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
方

・
建
築
後
２
年
以
内
の
家
屋

▽
申
請
に
つ
い
て

　

総
合
窓
口
備
え
付
け
の
申
請
書

に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
商
工

観
光
課
へ
申
請
。
な
お
、
19
年

度
か
ら
は
新
た
に
淡
路
瓦
使

用
証
明
書
、
承
諾
書
、
兵
庫
県

住
宅
再
建
共
済
制
度
証
書
の

写
し
の
添
付
が
必
要

▽
奨
励
金
額　

屋
根
工
事
費
の
20

％
以
内
で
、
上
表
の
と
お
り
面

積
に
よ
り
限
度
額
が
あ
り
ま
す

問
商
工
観
光
課
☎
37
・
３
０
１
２

　

南
あ
わ
じ
市
で
は
、
地
場
産
業
の
振
興
と
甍
（
い
ら
か
）
街
な
み

景
観
の
形
成
を
促
進
す
る
た
め
、
屋
根
に
淡
路
瓦
を
使
用
し
た
建
物

に
奨
励
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
19
年
４
月
か
ら
次
の
と
お
り
改
正
し
、
運
用
し
ま
す
。

屋根工事面積
新築の場合の限度額
（改築等の場合は半額）

110㎡未満 １０万円

110 ㎡ 以 上
150㎡未満

１５万円

150㎡以上 ２０万円

助成の限度額

　

南
あ
わ
じ
市
で
は
①
可
燃
ご
み
②
不
燃
ご
み
③
大
型
ご
み
④
有
害

物
⑤
資
源
ご
み
に
分
け
て
集
め
て
い
ま
す
。 
ご
み
は
、
き
ち
ん
と
分

別
し
な
け
れ
ば
、
資
源
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

一
人
ひ
と
り
が
ル
ー
ル
を
守
り
、
貴
重
な
資
源
を
無
駄
に
し
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

今
回
は
、
可
燃
ご
み
の
出
し
方
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▲ガムテープで口を止めない。
　中袋は中身が見える色を使う

▲袋に入る量にする

これは回収しません
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取
材
先
で
市
民
の
皆
さ
ま
か
ら
こ

の
広
報
紙
の
感
想
を
伺
う
こ
と
が
あ

り
ま
す
。「
隅
か
ら
隅
ま
で
読
ん
で

い
ま
す
」「
綴
っ
て
保
存
し
て
い
ま

す
」「
南
ち
ゃ
ん
（
ロ
ゴ
マ
ー
ク
）

楽
し
い
で
す
ね
」「
表
紙
の
写
真
す

ご
か
っ
た
ね
」「
娘
さ
ん
大
き
く
な

り
ま
し
た
（
？
）」
な
ど
の
う
れ
し

い
感
想
や
、
次
に
参
考
に
な
る
意
見

を
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
、
来
月
も
頑

張
ろ
う
と
い
う
気
分
に
な
り
ま
す
。

　

市
民
の
目
に
触
れ
る
機
会
の
多

い
、
こ
の
広
報
紙
と
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
は
、
有
料
広
告
（
５
頁
参

照
）
を
始
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

厳
し
い
市
の
財
政
状
況
か
ら
、
新
た

な
収
入
源
を
確
保
す
る
た
め
で
す
。

ご
利
用
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
川
卓
）

ら

か

室

集

編

飛
翔
会
、
綱
引
き
県
大
会
７
年

連
続
優
勝
。
全
国
大
会
へ

◆
兵
庫
県
綱
引
選
手
権
大
会

　
　
（
1
月
21
日
、
県
立
文
化
体
育
館
）

【
男
女
混
合
の
部
】
①
飛
翔
会
（
津
井
）

※
飛
翔
会
は
９
月
22
日
〜
24
日
に
青
森

県
で
開
催
さ
れ
る
全
国
大
会
へ
の
出
場

が
決
ま
り
ま
し
た
。

◆
南
あ
わ
じ
市
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

　

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　
（
２
月
４
日
、
三
原
健
康
広
場
ほ
か
）

【
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
部
】
①
Ｆ
３
②
エ
ル
モ

③
市
シ
ン
デ
レ
ラ
、
市
白
雪
姫

【
レ
デ
ィ
ー
ス
の
部
】
①
賀
集
ひ
ま
わ
り

１
②
グ
リ
ー
ン
ク
ラ
ブ
③
え
ね
る
じ
ー

こ
、
緑
フ
レ
ン
ド

【
ト
リ
ム
Ⅰ
の
部
】
①
西
淡
ブ
ル
ー
マ
リ

ン
そ
の
後
に
○
②
西
淡
ブ
ル
ー
マ
リ
ン

ガ
ッ
チ
ャ
マ
ン
③
え
え
な
み
き
て
ま
す
、

猫
ひ
ろ
し

【
ト
リ
ム
Ⅱ
の
部
】
①
西
淡
ブ
ル
ー
マ
リ

ン
お
笑
い
芸
人
②
ブ
ッ
キ
ー
ズ
③
Ｏ
Ｎ

２
、
西
淡
ブ
ル
ー
マ
リ
ン
い
の
し
し

◆
南
あ
わ
じ
市
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

　

中
学
生
イ
ン
ド
ア
選
手
権
大
会

　
　
　
　
（
２
月
18
日
、
文
化
体
育
館
）

【
男
子
】
①
御
原
中
②
三
原
中

【
女
子
】
①
南
淡
中
②
御
原
中

兵
庫
県
議
会
議
員
選
挙

広報 

12

◆
Ｂ
＆
Ｇ
会
長
杯
全
淡
柔
道
大
会

　
（
２
月
４
日
、
南
淡
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
）

【
団
体
】
▽
小
学
生
①
南
淡
少
年
柔
道
教

室
②
由
良
柔
全
会
▽
中
学
生
①
津
名
中

学
校
A
②
南
淡
中
学
校
A

▽
中
高
一
般
女
子
①
由
良
柔
全
会
②
津

名
中
学
校
▽
高
校
一
般
①
南
淡
柔
道
ク

ラ
ブ
A
②
五
色
柔
道
ク
ラ
ブ

【
個
人
】
▽
小
学
男
子
１
年
①
池
田
周
平

（
津
名
）
②
神
田
翼
（
津
名
）
▽
同
2
年

①
阿
宅
和
輝
（
津
名
）
②
久
保
田
舞
樹

（
洲
本
）
▽
同
3
年
①
地
行
芳
輝
（
津
名
）

▲「瓦（かわら）ぬ愛」を誓うプロポーズ瓦

◆
投
票
日　

４
月
８
日
（
日
）

◆
告
示
日　

３
月
30
日
（
金
）

◆
投
票
で
き
る
人

▽
年
齢
要
件　

昭
和
62
年
４
月
９

日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

▽
住
所
要
件　

平
成
18
年
12
月
29

日
以
前
に
転
入
さ
れ
た
方
は

南
あ
わ
じ
市
で
投
票
で
き
ま

す
。
12
月
30
日
以
降
、
住
所
変

更
さ
れ
た
方
に
つ
い
て
は
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

問
南
あ
わ
じ
市
選
挙
管
理
委
員
会

　

☎
43
・
５
０
０
４

　

南
あ
わ
じ
市
婦
人
会
三
原
支
部

を
３
月
末
で
解
散
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
４
月
か
ら
は
集
落
の

枠
組
み
を
は
ず
し
、
三
原
地
域
ひ

と
つ
で
活
動
を
展
開
し
て
い
き
ま

す
。
活
動
に
参
加
い
た
だ
け
る
方

を
募
集
し
ま
す
。

▽
会
員
対
象　

三
原
地
域
の
女
性

　
（
年
齢
は
問
い
ま
せ
ん
）。
随
時

　

募
集
中

問
三
原
支
部
事
務
局
（
働
く
婦
人

　

の
家
）
☎
43
・
２
３
２
６

②
野
村
奏
太
（
南
淡
）
▽
同
4
年
①
塩

唐
松
広
樹
（
津
名
）
②
中
田
裕
也
（
津
名
）

▽
同
5
年
①
船
越
勇
佑
（
由
良
）
②
水

口
克
哉（
岩
屋
）▽
同
６
年
①
沖
泰
弘（
東

浦
）
②
澤
田
悠
賀
（
南
淡
）
▽
小
学
女

子
１
年
①
楠
日
和
（
五
色
）
②
杉
本
紗

弥
奈（
五
色
）▽
同
２
年
①
地
行
麻
里（
津

名
）
②
西
村
樹
季
（
由
良
）
▽
同
３
年

①
南
茉
優
（
由
良
）
②
岩
田
怜
奈
（
岩
屋
）

▽
同
４
年
①
谷
川
和
子
（
東
浦
）
②
石

田
紗
弥
（
洲
本
）
▽
同
５
年
①
安
藝
衣

里
佳
（
岩
屋
）
②
吉
野
舞
（
洲
本
）
▽

同
６
年
①
清
水
結
愛
（
由
良
）
②
山
崎

有
記（
洲
本
）▽
中
学
１
年
①
林
泰
功（
津

中
）
②
新
川
脩
斗
（
津
中
）
▽
同
２
年

①
島
津
太
志
（
南
中
）
②
西
岡
宏
晃
（
津

中
）
▽
中
高
一
般
女
子
①
谷
口
愛
佳
（
津

いきいき健康生活 講座生募集
◆申込・問合せ　各教室開催場所の　　　　緑保健福祉センター☎44-3009
　　　　　　　　保健センターまで　　　　西淡保健センター☎37-3029
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　三原保健センター☎43-5039
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　南淡福祉保健センター☎50-2122
◆申込期限　３月９日（金）まで
　※食生活改善教室、男の料理教室の募集は４月号でお知らせします。

子育てファミリー・サポートくらぶ
　子育て中の保護者をサポート。子どもの一時預かり、保育所の送迎などを行います。
　◆利用料：30分 300円（共通）　　◆対象：０歳～６歳の子ども　　※事前に面談が必要です

名 称 広 田 倭 文 ピッピー 八 木 おのころ 福良

活動場所 緑公民館 倭文支所 働く婦人の家（市） 八木公民館 榎列公民館 児童館

利用時間
月～金

8:00～ 18:00
月～金

8:00～ 18:00
月～金

8:00～ 18:00
月～金

8:00～ 19:00
月～金

8:00～ 19:00
月～金

8:00～ 18:00

申 込 先
原田よし子
☎ 45-0766

平池啓子
☎ 46-0030

松本英子
☎ 42-1024

増田利子
☎ 42-2314

高野春栄
☎ 42-3421

松坂美恵子
☎ 52-1369

　

中
学
生
の
硬
式
野
球
ク
ラ
ブ
「
淡

路
Ｋ
Ｂ
ク
ラ
ブ
」
が
全
日
本
春
季
大

会
の
兵
庫
県
東
部
予
選
で
優
勝
し
、

３
月
に
岡
山
県
で
開
催
さ
れ
る
全
国

大
会
に
出
場
し
ま
す
。

　

同
ク
ラ
ブ
は
、
プ
ロ
野
球
・
阪
神

タ
イ
ガ
ー
ス
の
元
選
手
、
鎌
田
実
さ

ん
が
監
督
を
務
め
、
週
末
と
祝
祭
日
、

長
期
休
暇
中
に
淡
路
市
内
で
練
習
を

行
っ
て
い
ま
す
。
南
あ
わ
じ
市
か
ら

は
、
石
井
数
馬
君
（
南
淡
中
２
年
）

と
岡
本
直
君
（
広
田
中
２
年
）
の
２

人
が
出
場
し
ま
す
。

▲中田市長へ出場を報告する石井君（左から２人目）、
　岡本君と鎌田監督（左）

64歳以下の対象事業
講座名 内容・対象等 開催日 場所 時間

個別健康教室

　（要予約）

◆内容　糖尿病予防教室
◆対象者　町ぐるみ健診で空腹時血糖110～ 139mg/dl、また
　は随時血糖値140～ 199mg/dl　HbA1C5.5 ～ 5.9％のいず
　れかの人（既医療の人を除く）。または主治医からの紹介者
◆実施期間　月１回の６か月間

第２水曜日 南淡福祉保健センター

9:00～
（予約制）

第３水曜日 緑保健福祉センター

第４月曜日 三原保健センター

第４水曜日 西淡保健センター

運動教室

◆内容　エアロビクス、ダンベルやチューブを使った体操
◆対象者　運動不足の人、体重・体脂肪が気になる人
　　　　　（通院中の人を除く）
◆定員　各35人

第２火曜日 南淡福祉保健センター
13:30 ～
　15:00第３月曜日 緑保健福祉センター

リハビリ教室
◆内容　理学療法士によるリハビリテーション
◆対象者　機能訓練が必要な人（主治医からの紹介必要）

第２水曜日 西淡保健センター 13:30 ～
　15:30第４水曜日 緑保健福祉センター

65歳以上の対象事業
講座名 内容・対象等 開催日 場所 時間

介護予防教室

いきいき教室

◆内容　健康に関する講話、レクリエーションなど
◆対象者　市内在住者
◆定員　緑・西淡・南淡＝各20人、三原＝40人

第１月曜日 南淡福祉保健センター 9:30～
　11:00第１木曜日 西淡保健センター

第２火曜日 緑保健福祉センター 13:30 ～
　15:00第３月曜日 三原保健センター

転倒予防教室
◆内容　足腰を鍛えるための体操など
◆対象者　足腰の筋力を強化したい人
◆定員　西淡＝20人、三原＝30人

第１月曜日 三原保健センター 13:30 ～
　15:00第１木曜日 西淡保健センター

※開催日を変更することもあります。広報南あわじ「いきいき健康生活」のページでご確認ください。

中
）
②
福
谷
和
季
（
津
中
）
▽
高
校
一

般
段
外
①
坂
本
勇
樹
（
洲
実
）
②
片
岡

裕
貴
（
三
高
）
▽
高
校
一
般
有
段
①
廻

角
隆
平
（
南
ク
）
②
二
階
堂
拓
馬
（
五
ク
）

◆
淡
路
駅
伝
競
争
大
会

（
１
月
27
日
、
ア
ス
パ
五
色
）
総
合
成
績
の
み

【
一
般
部
】
①
洲
本
市
Ａ
②
淡
路
市
Ｂ
③

淡
路
市
Ｄ

【
高
校
部
】
①
洲
本
市
高
校
Ａ
②
洲
本
市

高
校
Ｃ
③
洲
本
市
高
校
Ｂ

【
中
学
部
】
①
淡
路
市
中
学
Ａ
②
洲
本
市

中
学
Ａ
③
淡
路
市
中
学
Ｃ

【
女
子
部
】
①
淡
路
市
女
子
Ｃ
②
洲
本
市

女
子
Ａ
③
南
あ
わ
じ
市
女
Ｂ

【
小
学
男
子
部
】
①
江
井
小
②
広
田
小
Ａ

③
洲
本
第
三
小
Ａ

【
小
学
女
子
部
】
①
北
阿
万
小
Ａ
②
加
茂

小
Ａ
③
松
帆
小

◆
プ
ロ
ポ
ー
ズ
瓦
コ
ン
テ
ス
ト

　
　
　
　
（
２
月
14
日
、
慶
野
松
原
荘
）

【
優
秀
作
品
】
石
田
尚
子
（
和
歌
山
県
）、

山
下
真
（
三
木
市
）、
村
田
利
明
（
大
阪

府
）、
前
田
江
美
（
加
古
川
市
）、
戸
川

拓
哉
（
大
阪
府
）

 

婦
人
会
三
原
支
部

　
　
　
　
会
員
募
集

石
井
君
、
岡
本
君
が
硬
式
野
球
全
国
大
会
に
出
場

◆
五
色
百
人
一
首
近
畿
大
会

  

（
２
月
17
日
、
京
都
府
）
関
係
分
の
み

【
団
体
戦
】
①
淡
路
福
良
っ
子
﹇
西
川
太

志
（
ち
ど
り
保
）、
砥
上
菜
緒
（
福
良
小

5
年
）、
西
川
大
成
（
同
２
年
）、
砥
上

咲
希
（
同
5
年
）、守
本
真
作
（
同
6
年
）﹈

【
個
人
戦
】
▽
緑
の
部
①
西
川
大
成
▽
赤

の
部
①
砥
上
咲
希
▽
青
の
部
③
守
本
真

作◆
大
会
結
果
の
掲
載
は
、
情
報
課
（
☎

43
・
５
０
０
３
、
F 

43
・
５
１
０
３
）

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
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まちかどトピックス

ま
ち
か
ど
ト
ピ
ッ
ク
ス

地
域
の
催
し
や
明
る
い
話
題
な
ど
が

ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
気
軽
に
広
報
係

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

☎
43
・
５
０
０
３（
情
報
課
）

　

地
域
の
子
育
て
に
貢
献
す
る

個
人
や
団
体
な
ど
を
表
彰
す
る

「
子
育
て
応
援
元
気
ア
ッ
プ
賞

（
県
表
彰
）」
が
、
お
な
は
し
会

ピ
ノ
キ
オ
（
楓
る
み
子
代
表
）

に
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

同
会
は
、
平
成
七
年
か
ら
南

淡
図
書
館
で
児
童
や
母
親
を
対

象
に
読
み
聞
か
せ
や
人
形
劇
な

ど
を
定
期
的
に
開
催
し
、
親
子

が
楽
し
く
集
ま
る
環
境
づ
く
り

に
貢
献
し
て
い
ま
す
。

◆
自
治
賞

吉
見
哲
二
（
市
）

　

三
原
交
通
安
全
協
会
の
支
部

長
、
理
事
と
し
て
長
年
、
安
全

で
快
適
な
地
域
社
会
の
実
現
を

目
指
し
活
動
し
て
い
ま
す
。

◆
こ
う
の
と
り
賞

伊
木
睦
侑
・
澄
子
（
松
帆
）

　

地
元
小
学
生
に
対
し
夫
婦
で

農
業
体
験
を
指
導
し
、
食
物
の

大
切
さ
な
ど
を
伝
え
て
い
ま
す
。

池
田
千
代
子
（
湊
）

　

南
あ
わ
じ
市
更
生
保
護
女
性

お
め
で
と
う

　おいしいごはんを食べよう県民運動お弁当コンテストで井上鈴子さ

ん（福良）の作品、「野菜たっぷり海鮮弁当」が兵庫農政事務長賞を

受賞しました。

　昨年の「宝！の小箱弁当」に引き続き２年連続で受賞した井上さん

は、「地元で取れる多くの種類の食材を使って、素材の味を生かしな

がら栄養のバランスに配慮しました。これからも、いずみ会の活動を

通じて健康な食事の普及に取り組みたい」と意欲を語ってくれました。

伊加利国際交流会の語学研修言葉で遊ぶ留学生との交流
　伊加利地区の活性化を目指し、外国人との交流活動を行う伊加利国

際交流会（西久保俊史代表）では２月 17・18 日の両日、伊加利公

民館で交流会を開催し同会員ら約 60人が参加しました。

　交流会では、大阪ＹＭＣＡ日本語学校で学ぶ、留学生５人を講師に

招きました。17日は、講師の母国にちなんだクイズで打ち解け、続

いて韓国語と中国語に分かれて、会話や自己紹介などを学びました。

18日には、同地区児童らと絵描きや料理を通じ、交流を深めました。
▲笑顔の講師と楽しい語学交流会

▲ヘルシー弁当部門で入賞した「野菜たっぷり
　海鮮弁当」

わくわくお弁当コンテスト井上さんのヘルシー弁当が入賞

会
副
会
長
と
し
て
、
青
少
年
の

非
行
防
止
、
子
育
て
支
援
な
ど

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

川
口
千
代
子
（
阿
那
賀
）

　

南
あ
わ
じ
市
い
ず
み
会
会
員

と
し
て
、
地
域
の
食
生
活
の
改

善
に
取
り
組
み
、
健
康
づ
く
り

を
推
進
し
て
い
ま
す
。

清
水
正
博
（
倭
文
）

　

南
あ
わ
じ
交
通
安
全
協
会
副
会

長
と
し
て
、
協
会
の
運
営
と
交
通

安
全
運
動
に
尽
力
し
て
い
ま
す
。

武
中
み
ど
り
（
灘
）

　

南
あ
わ
じ
交
通
安
全
協
会
婦

人
部
支
部
長
と
し
て
、
交
通
安

全
運
動
に
取
り
組
み
、
指
導
し

て
い
ま
す
。

谷
口
喜
美
（
広
田
）

　

南
あ
わ
じ
市
い
ず
み
会
緑
支

部
副
会
長
と
し
て
、
食
生
活
改

善
や
地
域
の
活
性
化
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

福
永
英
美
（
市
）

　

南
あ
わ
じ
市
更
生
保
護
女
性

会
会
員
と
し
て
、
青
少
年
の
非
行

防
止
、
社
会
浄
化
な
ど
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

前
田
順
子
（
福
良
）

　

福
良
漁
協
女
性
部
区
長
と
し

て
、
海
浜
周
辺
の
清
掃
活
動
と
環

境
美
化
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

か
も
め
会
（
福
良
）

　

福
良
地
区
住
民
食
生
活
改
善

教
室
や
離
乳
食
・
幼
児
教
室
を

開
催
、高
齢
者
配
食
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

兵
庫
県
表
彰
（
敬
称
略
）

▲のじぎく賞を受賞した高田さん親子（左）

2007.3.1発行

人
命
救
助
に
の
じ
ぎ
く
賞
を
表
彰

機
転
と
連
携
で
人
命
を
救
う

　

帰
宅
途
中
に
誤
っ
て

海
に
転
落
し
た
女
性
を

救
助
し
た
八
人
と
、
漁

港
内
で
船
か
ら
転
落
し▲女性を救助した濱邊平司さん、安達さん、前川さん、

　三宅さん（左から）

お
は
な
し
会
ピ
ノ
キ
オ
に

子
育
て
応
援
元
気
ア
ッ
プ
賞

海
に
転
落
し
た
人
を
救
助

▲男性を救助した海部さん、早見
　さん（左から）

た
男
性
を
救
助
し
た
二

人
に
、
兵
庫
県
の
じ
ぎ

く
賞
が
二
月
十
四
日
、

沼
島
出
張
所
で
伝
達
さ

れ
ま
し
た
。

　

女
性
を
救
助
し
て
表

彰
を
受
け
た
の
は
、
畠

田
源
太
郎
さ
ん
、
畠
田

絹
子
さ
ん
、
濱
邉
平
司

さ
ん
、濱
邉
義
幸
さ
ん
、

濱
邉
徳
子
さ
ん
、
安
達

洋
子
さ
ん
、
前
川
仁
さ

ん
、
三
宅
一
幸
さ
ん
。

　

八
人
は
一
月
七
日
午

後
五
時
三
十
分
ご
ろ
、

沼
島
の
海
沿
い
の
市

道
を
帰
宅
中
の
女
性
が

誤
っ
て
海
に
転
落
し
、

溺
れ
か
か
っ
て
い
た
と

こ
ろ
を
発
見
、
協
力
し

て
救
助
し
ま
し
た
。

　

男
性
を
救
助
し
て
表

彰
を
受
け
た
の
は
、
海

部
博
行
さ
ん
、
早
見
永

二
さ
ん
。

　

交
通
事
故
で
川
に
転

落
し
た
車
か
ら
女
性
を

救
助
し
た
高
田
弘
さ
ん

（
松
帆
）
と
長
男
の
弘

之
さ
ん
に
一
月
二
十
三

日
、
兵
庫
県
の
じ
ぎ
く

賞
が
南
あ
わ
じ
警
察
署

で
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

　

高
田
さ
ん
親
子
は
一

　

一
月
十
一
日
午
前

十
一
時
ご
ろ
、
漁
か
ら

帰
っ
た
男
性
が
沼
島
港

月
十
三
日
の
午
後
０
時

五
十
分
ご
ろ
、
自
宅
内

の
工
場
で
作
業
中
に
車

が
衝
突
す
る
音
を
聞

き
、
入

に
ゅ
う
か
ん貫

川
（
水
深
約

一
・
二
㍍
）に
軽
ト
ラ
ッ

ク
が
水
没
し
て
い
る
の

を
発
見
。
二
人
は
服
の

ま
ま
川
に
入
り
、
協
力

し
て
運
転
席
で
動
け
な

く
な
っ
て
い
た
女
性
を

救
出
し
ま
し
た
。
救
急

車
を
待
つ
間
も
毛
布
を

か
け
励
ま
し
続
け
、
尊

い
命
を
救
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
二
人
に
は
同

日
、
淡
路
広
域
消
防
本

部
消
防
長
か
ら
も
感
謝

状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

水
没
し
た
車
か
ら
人
命
を
救
助

手
作
り
望
遠
鏡
組
立
て
教
室

手
作
り
の
望
遠
鏡
で
、
土
星
の
輪
を
観
察

　

天
体
観
測
に
興
味
を
も
っ
て
も

ら
お
う
と
、
神
代
小
学
校
天
体
観

測
ド
ー
ム
再
建
準
備
会
（
木
田
徹

代
表
）
で
は
、
子
ど
も
た
ち
を
対

象
に
「
手
作
り
望
遠
鏡
組
立
て
教

室
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

二
月
十
二
日
、
神
代
小
学
校
工

作
室
で
行
わ
れ
た
同
教
室
で
は
、

親
子
四
組
が
参
加
。
レ
ン
ズ
な
ど

が
入
っ
た
工
作
キ
ッ
ト
を
ハ
サ
ミ

や
接
着
剤
を
使
っ
て
組
み
立
て
ま

し
た
。

　

こ
の
望
遠
鏡
の
倍
率
は
五
十
倍

で
、
月
の
ク
レ
ー
タ
ー
や
木
星
、

土
星
も
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

組
立
て
後
、こ
の
望
遠
鏡
を
使
い
、

す
ば
る
（
星
団
）
と
土
星
を
眺
め

ま
し
た
。子
ど
も
た
ち
か
ら
は「
土

星
の
わ
っ
か
が
見
え
た
！
」
と
歓

声
が
あ
が
っ
て
い
ま
し
た
。

　

な
お
、
三
月
も
同
教
室
を
開
催

し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、
十
九

頁
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▲望遠鏡を組み立てる参加者

　

三
原
郡
酪
農
協
と
洲
本
市
酪
農

淡
路
島
酪
農
協
の
設
立
式
典

ミ
ル
ク
の
島　
淡
路
島
の
将
来
を
か
け
誕
生

協
が
合
併
し
て
一
月
一
日
に
発
足

し
た
、「
淡
路
島
酪
農
農
業
協
同

組
合
」
の
設
立
記
念
式
典
が
二
月

十
四
日
、
淡
路
島
牧
場
で
開
催
さ

れ
関
係
者
約
百
人
が
誕
生
を
祝
い

ま
し
た
。

　

同
組
合
は
、
組
合
員
数

八
百
三
十 

五
人
、
飼
育
頭
数

九
千
三
百
頭
の
酪
農
専
門
組
合
。

　

松
井
睦
機
組
合
長
は
「
六
十
年

の
長
き
に
亘
り
、
両
組
合
が
品
種

改
良
、
乳
製
品
の
製
造
販
売
に

切せ
っ
さ
た
く
ま

磋
琢
磨
し
、
ミ
ル
ク
の
淡
路
島

を
築
い
て
き
た
。
近
年
の
高
齢
化

や
後
継
者
不
足
、
消
費
の
低
迷
な

▲牛乳で乾杯し、新組合の門出を祝う出席者

ど
酪
農
を
取
り
巻
く
環
境
が
厳
し

く
、
生
産
施
設
の
老
朽
化
な
ど
将

来
を
展
望
し
て
組
合
を
合
併
。
新

工
場
の
建
設
に
取
り
組
み
、
生
産

物
に
付
加
価
値
を
付
け
た
い
」
と

式
辞
を
延
べ
ま
し
た
。

　

中
田
市
長
も
「
合
併
の
線
上
に

は
新
工
場
建
設
が
あ
る
。
消
費
者

ニ
ー
ズ
に
答
え
ら
れ
る
よ
う
、
酪

農
家
と
行
政
が
と
も
に
汗
し
て
頑

張
り
ま
し
ょ
う
」
と
祝
辞
。

　

続
い
て
、
組
合
章
を
デ
ザ
イ
ン

し
た
中
野
敦
子
さ
ん
（
洲
本
市
）

と
、
組
合
愛
称
「
お
い
し
い
ミ
ル

ク
は
Ａ
ミ
ル
ク
」
の
愛
称
を
考
案

し
た
松
下
公
美
さ
ん
（
南
あ
わ
じ

市
）に
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

▲
完
成
品
（
三
脚
は
別
）

内
で
係
留
し
よ
う
と
し

て
誤
っ
て
船
か
ら
海
に

転
落
。
船
に
つ
か
ま
っ

て
い
た
と
こ
ろ
を
二
人

が
協
力
し
て
助
け
あ
げ

ま
し
た
。
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花
づ
く
り
協
会
会
員

　

花
づ
く
り
協
会
で
は
、
年
３
回

花
苗
の
配
布
や
学
習
会
な
ど
を
行

な
っ
て
い
ま
す
。
加
入
を
希
望
さ

れ
る
団
体
は
、
４
月
１
日
ま
で
に

お
申
込
み
く
だ
さ
い
。
年
会
費
は

１
団
体
千
円
。

問
生
活
環
境
課
☎
43
・
５
０
２
４

市
営
住
宅
入
居
者

◆
政
令
月
収
20
万
円
以
下
対
象

（
小
学
校
就
学
前
の
子
供
の
い
る

世
帯
等
は
、
26
万
8
千
円
以
下
）

▽
富
田
住
宅
（
神
代
富
田
）　

１
戸
、
D
棟
１
０
２
号
、
３

Ｄ
Ｋ
、
１
階
部
分
、
単
身
不

可
、
平
成
８
年
度
建
設
。
家

賃
月
額
２
万
２
千
５
百
円
〜

４
万
９
千
４
百
円

▽
賀
集
住
宅
（
賀
集
）　

２
戸
、

４
０
３
・
４
０
５
号
、
３
Ｄ
Ｋ
、

４
階
部
分
、
単
身
不
可
、
昭

和
47
年
度
建
設
。
家
賃
月
額

６
千
８
百
円
〜
１
万
５
千
円

▽
福
良
漁
民
住
宅
（
福
良
丙
）　

１
戸
、
14
号
、
３
Ｄ
Ｋ
、
２
階

建
、
単
身
不
可
、
昭
和
41
年
度

建
設
。
家
賃
月
額
５
千
７
百
円

〜
１
万
２
千
５
百
円
。
漁
業
法

第
２
条
第
２
項
に
定
め
る
漁

業
者
と
漁
業
従
事
者
を
優
先

◆
申
込
期
限　

３
月
15
日
（
木
）

▽
公
開
抽
選
会　

３
月
27
日（
火
）

午
前
10
時
〜
、
西
淡
保
健
セ
ン

タ
ー
和
室

▽
申
込
み　

総
合
窓
口
セ
ン
タ
ー

問
都
市
計
画
課
☎
37
・
３
０
１
６

南
あ
わ
じ
市
神
戸
寮
の
入
寮
者

▽
入
寮
資
格　

淡
路
島
か
ら
阪
神

間
に
就
学
・
就
職
す
る
方
で
、

未
婚
の
青
年
男
女
ま
た
は
単

身
赴
任
者

▽
寮
の
所
在
地　

神
戸
市
長
田
区

▽
募
集
数
等　

10
室
。
部
屋
は

先
着
に
よ
っ
て
決
定
。
家
賃

月
額
＝
３
万
５
千
円
ま
た
は

３
万
７
千
円
。
共
益
費
＝
千

円
、
敷
金
＝
家
賃
の
２
ケ
月
分

▽
入
寮
期
間　

20
年
３
月
31
日
ま
で

▽
申
込
み　

３
月
２
日
（
金
）
開

始
。
満
室
に
な
り
次
第
締
切
り

▽
申
込
み　

市
民
課
☎
43
・

５
０
２
３

介
護
保
険
認
定
調
査
員

▽
勤
務
内
容　

介
護
保
険
要
介

護
・
要
支
援
認
定
申
請
者
に
対

す
る
調
査

▽
応
募
資
格　

介
護
支
援
専
門

員
・
看
護
師
・
保
健
師
等
の
資

格
を
有
す
る
者

▽
採
用
日　

４
月
１
日

▽
勤
務
先　

長
寿
福
祉
課
（
緑
庁
舎
）

▽
勤
務
時
間　

平
日
の
午
前
８
時

30
分
〜
午
後
４
時
45
分

▽
賃
金　

時
給
千
円
（
交
通
費
別

途
支
給
）
社
会
保
険
、
雇
用
保

険
、
公
務
災
害
補
償
加
入

▽
選
考
方
法　

面
接
試
験
等

▽
申
込
期
限　

３
月
16
日
（
金
）

▽
申
込
み　

市
販
の
履
歴
書
に

必
要
事
項
を
明
記
、
資
格
証

と
健
康
診
断
の
写
し
を
添
え
、

長
寿
福
祉
課
（
〒
６
５
６
―

０
１
９
２
南
あ
わ
じ
市
広
田

広
田
１
０
６
４
）
へ
郵
送
、
ま

た
は
、
持
参

問
長
寿
福
祉
課
☎
44
・
３
０
０
５

保
育
所
パ
ー
ト
調
理
員

▽
業
務
内
容　

調
理
業
務

▽
応
募
資
格　

調
理
師
免
許
を
有

す
る
者

▽
雇
用
期
間　

４
月
１
日
〜
９
月

30
日
（
更
新
あ
り
）

▽
勤
務
先　

市
内
の
公
立
保
育
所

▽
勤
務
時
間　

平
日
＝
午
前
８
時

30
分
〜
午
後
３
時
15
分
、
土
曜

日
（
交
代
）
＝
午
前
８
時
30
分

か
ら
午
後
０
時
30
分

▽
賃
金　

時
給
１
千
円
（
交
通
費

別
途
支
給
）

▽
選
考
方
法　

面
接
試
験

▽
申
込
期
限　

３
月
９
日
（
金
）

▽
申
込
み　

市
販
の
履
歴
書
に
必

要
事
項
を
明
記
、
資
格
証
の

写
し
を
添
え
て
、
福
祉
課
（
〒

６
５
６
―
０
１
９
２
南
あ
わ

じ
市
広
田
広
田
１
０
６
４
）
へ

郵
送
、
ま
た
は
持
参

問
福
祉
課
☎
44
・
３
０
０
２

学
童
保
育
指
導
員
の
登
録

　

学
童
保
育
の
増
設
や
指
導
員
が

不
足
し
た
場
合
に
、
原
則
こ
の
登

録
者
の
中
か
ら
任
用
し
ま
す
。

▽
勤
務
内
容　

主
に
小
学
校
低
学

年
の
児
童
に
放
課
後
、
遊
び
を

通
し
た
生
活
指
導
等
を
行
う

▽
勤
務
時
間　

平
日
＝
午
後
１
時

〜
６
時
。
土
日
祝
日
を
除
く
学

校
休
業
日
＝
午
前
８
時
〜
午

後
６
時
の
う
ち
８
時
間
。
学
校

の
長
期
休
暇
の
み
、
学
生
ア
ル

バ
イ
ト
（
教
員
、
保
育
士
を
目

指
す
方
等
）
も
募
集
し
ま
す

▽
報
酬
等　

時
間
給
９
百
円
（
交

通
費
別
途
支
給
）

▽
応
募
資
格　

保
育
士
資
格
ま
た

は
各
種
教
員
免
許

▽
選
考
方
法　

面
接
試
験

▽
申
込
期
限　

３
月
７
日
（
水
）

▽
申
込
み　

市
販
の
履
歴
書
に
必

要
事
項
を
明
記
、
資
格
証
の

写
し
を
添
え
て
、
福
祉
課
（
〒

６
５
６
―
０
１
９
２
南
あ
わ

じ
市
広
田
広
田
１
０
６
４
）
へ

郵
送
、
ま
た
は
持
参

問
福
祉
課
☎
44
・
３
０
０
２

放
課
後
児
童
の
活
動
支
援

有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

▽
内
容　

放
課
後
、
公
民
館
等
で

児
童
を
預
か
り
、
児
童
と
一
緒

に
遊
ん
だ
り
、
宿
題
等
の
お
世

話
を
す
る
。
文
部
科
学
省
委
嘱

事
業
「
放
課
後
子
ど
も
プ
ラ

ン
」
と
し
て
実
施

▽
開
設
場
所　

市
内
地
区
公
民
館

（
予
定
）

▽
時
間
等　

毎
週
２
回
、
平
日
午

後
３
時
〜
６
時

問
生
涯
学
習
文
化
振
興
課

　

☎
37
・
３
０
２
０

予
備
自
衛
官
補

▽
種
目　

予
備
自
衛
官
補
（
①
一

般
、
②
技
能
）

▽
応
募
資
格　

①
18
歳
以
上
34
歳

未
満
の
男
女
、
②
18
歳
以
上
で

保
有
す
る
技
能
に
応
じ
53
歳

〜
55
歳
未
満
の
男
女

▽
身
分　

非
常
勤
の
特
別
職
国
家

公
務
員

▽
受
付
期
限　

４
月
９
日
（
月
）

▽
試
験　

４
月
14
日
（
土
）
ま
た

は
15
日
（
日
）
に
筆
記
試
験
、

面
接
、
適
性
検
査
、
身
体
検
査

問
あ
わ
じ
駐
在
員
事
務
所

　

☎
24
・
２
４
４
９

手
話
奉
仕
員
養
成
講
座
受
講
生

◆
昼
の
部

▽
日
時　

５
月
10
日
〜
８
月
30
日

毎
週
木
曜
日
午
前
10
時
〜
正

午
（
８
月
16
日
は
休
み
）

▽
場
所　

洲
本
市
総
合
福
祉
会
館

◆
夜
の
部

▽
日
時　

午
後
７
時
〜
９
時
。
ほ

か
昼
の
部
と
同
じ　

▽
場
所　

三
原
公
民
館
、
洲
本
市

総
合
福
祉
会
館
、
し
づ
の
お
だ
ま

き
館
（
淡
路
市
）
の
う
ち
１
か
所

◆
内
容　

入
門
過
程
、
全
16
回

◆
定
員　

各
会
場
20
人

◆
テ
キ
ス
ト
代
等　

３
千
５
百
円

◆
申
込
み　

淡
路
聴
覚
障
害
者
セ

ン
タ
ー
☎
24
・
３
８
５
０

ゆ
づ
る
は
ダ
ム
公
園
の
美
化
活
動

▽
日
時　

３
月
21
日
（
水
）
午
前

８
時
〜
約
１
時
間

▽
集
合
場
所　

ゆ
づ
る
は
ダ
ム
公

園
駐
車
場
。
※
一
般
参
加
歓

迎
、
雨
天
中
止

問
南
あ
わ
じ
市
観
光
協
会

　

☎
36
・
４
０
７
９

小
松
島
海
上
保
安
部
が

名
称
変
更

　

４
月
１
日
か
ら
次
の
と
お
り
名

称
が
変
更
し
ま
す
。
住
所
、
電
話

番
号
に
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▽
旧
名
称　

小
松
島
海
上
保
安
部

▽
新
名
称　

徳
島
海
上
保
安
部

問
小
松
島
海
上
保
安
部

　

☎
０
８
８
５
・
33
・
２
２
４
６

地
元
の
星
・
加
地
亮
選
手
応

援
ス
ク
リ
ー
ン
観
戦
会

▽
日
時　

３
月
24
日
（
土
）
午
後

７
時
30
分
キ
ッ
ク
オ
フ

▽
場
所　

西
淡
公
民
館
大
ホ
ー
ル

▽
内
容　

サ
ッ
カ
ー
国
際
親
善
試

合
・
キ
リ
ン
チ
ャ
レ
ン
ジ
カ
ッ
プ
・

日
本
代
表
対
ペ
ル
ー
代
表
戦

▽
入
場
料　

無
料

▽
申
込
み　

が
ん
ば
れ
！
私
設
応

援
団
（
河
辺
）
☎
０
９
０
・
３ 

６
２
２
・ 
８
９
４
３
、
F 

36
・

５
５
７
９

阿
那
賀
・
沼
島
郵
便
局
が
無

集
配
郵
便
局
に
変
わ
り
ま
す

　

郵
便
局
の
民
営
化
に
伴
い
、
３

月
５
日
（
月
）
か
ら
、
阿
那
賀
・

沼
島
郵
便
局
で
の
郵
便
及
び
貯

金
、
保
険
の
外
務
サ
ー
ビ
ス
は
、

南
淡
郵
便
局
が
行
い
ま
す
。
両
郵

便
局
で
は
窓
口
サ
ー
ビ
ス
を
引
き

続
き
行
い
ま
す
が
、
外
務
事
務
を

行
わ
な
い
無
集
配
郵
便
局
に
変
わ

り
ま
す
。

問
阿
那
賀
郵
便
局
☎
39
・
０
０
５
０
、

　

沼
島
郵
便
局
☎
57
・
０
０
５
０
、

　

南
淡
郵
便
局
☎
52
・
３
３
５
０

新
鮮
な
野
菜
・
魚
介
類
の
販
売

「
地ち

さ
ん
ち
し
ょ
う

産
地
消
」
の
直
売
所

◆
う
ず
し
お
朝
市

▽
日
時　

毎
月
第
４
日
曜
日

　

午
前
９
時
〜
正
午

▽
場
所　

福
良
漁
業
協
同
組
合

　
（
駐
車
場
は
旧
福
良
中
学
跡
地
）

▽
内
容　

魚
介
類
な
ど

問
福
良
漁
協
☎
52
・
０
０
６
４

◆
さ
ん
ち
ゃ
ん
市

▽
日
時　

年
中
無
休

　

午
前
10
時
〜
午
後
５
時

▽
場
所　

淡
路
フ
ァ
ー
ム
パ
ー
ク

　

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
丘
入
口
横

▽
内
容　

野
菜
･
果
物
･
加
工
品

問
さ
ん
ち
ゃ
ん
市
☎
43
・
２
８
８
２

◆
し
づ
お
り
朝
市

▽
日
時　

毎
週
日
曜
日

　

午
前
８
時
〜
11
時
30
分

▽
場
所　

倭
文
ま
ち
づ
く
り
の
丘

　
（
し
づ
お
り
団
地
上
）

▽
内
容　

野
菜
･
果
物

問
事
務
局
☎
46
・
０
３
０
１

◆
幡
多
の
朝
市

▽
日
時　

毎
週
日
曜
日

　

午
前
８
時
30
分
〜
11
時

▽
場
所　

営
農
拠
点
セ
ン
タ
ー

　

横
（
榎
列
上
幡
多
）

▽
内
容　

野
菜
な
ど

問
事
務
局
☎
42
・
２
０
４
７

◆
鳥
井
土
曜
青
空
市

▽
日
時　

毎
週
土
曜
日

　

午
前
８
時
〜
正
午

▽
場
所　

鳥
井
公
会
堂
前

　
（
八
木
公
民
館
隣
）

▽
内
容　

野
菜
な
ど

問
事
務
局
☎
42
・
１
１
６
９

法律相談（先着９人）
◆内容　市顧問弁護士による相談
◆日時　13・27日（火）13:30 ～ 16:30
◆場所　三原公民館　小会議室
◆申込み　市民課☎43-5023予約必要
行政相談
◆内容　行政相談委員による相談
◆日時　14日（水）13:30 ～ 15:00
◆場所　三原公民館　講義室
◆申込み　市民課☎ 43-5023
高齢者の総合相談
（法律相談）

◆日時　９・23日（金）13:00 ～ 15:00
◆場所　県洲本総合庁舎
◆申込み　☎ 0120-36-7830
テレビ電話による交通事故相談
◆日時　14日（水）10:30 ～ 16:00
◆場所　県洲本総合庁舎
◆申込み　☎ 0120-36-7830

テレビ電話による法律相談
◆日時　毎週平日木曜日 13:00 ～ 15:00
◆場所　県洲本総合庁舎
◆申込み　☎ 0120-36-7830

司法書士会による相談
（法律・登記相談）
◆日時　20日（火）10:00 ～ 12:00
◆場所　県洲本総合庁舎
（多重債務者相談）
◆日時　26日（月）10:00 ～ 12:00
◆場所　県洲本総合庁舎
（申込み）
野口泰

や す し

嗣司法書士事務所☎ 26-3123
こころのケア相談
◆内容　心の悩みや病気に関すること
◆日時　毎月第１水曜日 14:00 ～ 16:00
◆場所　南淡路健康福祉事務所（旧三原保健所）
◆申込み　☎ 52-0099予約必要

酒害相談
◆内容　アルコール依存症に関すること
◆日時　毎月第２金曜日 14:00 ～ 16:00
◆場所　南淡路健康福祉事務所（旧三原保健所）
◆申込み　☎ 52-0099予約必要

 ３月の
　無料相談

▲ゆづるはダム公園の桜（４月上旬が見ごろ）



　
　トレーニングルームを利用する場合、初回
のみこの講習会を受講していただきます
●対象者　16歳以上
●講習会受講料　500円
●１講習会定員　６人（完全予約制）
●講習時間　約１時間30分
●利用料金　200円（２回目以降）
※申込みは３月２日（金）午前８時30分
　から電話で受付します。☎ 50-5077
※お子様連れでの受講はご遠慮ください

月日 曜日 第１講習時間 第２講習時間

３ 月 10 日 土 10:30 ～ 14:00 ～

３ 月 11 日 日 10:30 ～ 14:00 ～

３ 月 16 日 金 13:30 ～ 19:00 ～

３ 月 17 日 土 10:30 ～ 14:00 ～

初回トレーニング講習会
受講者募集

まなびの扉

19 18

■文化施設
滝川記念美術館「玉青館」
　☎36-2314
淡路人形浄瑠璃資料館
　☎43-5037
産業文化センター☎38-0201
淡路人形浄瑠璃館☎52-0260
埋蔵文化財調査事務所☎42-3849
■社会体育施設
サンライズ淡路☎45-1411
西淡社会教育センター・
西淡グラウンド☎36-2027
ゆとりっく☎36-5789
サンプール☎42-4994
サイクリングターミナル
　☎42-5310
三原健康広場☎42-5630
南淡B&G海洋センター
　☎52-2404
阿万スポーツセンター
　☎55-0652
賀集スポーツセンター
　☎54-0779
文化体育館☎50-5077
吹上浜野外教育センター
　☎55-0948
■公民館等
緑公民館☎44-3008
西淡公民館☎37-3028
三原公民館☎43-5038
南淡公民館☎50-3048
松帆地区公民館☎36-2137
湊地区公民館☎36-2055
津井地区公民館☎38-0201
丸山地区公民館☎39-0210
阿那賀地区公民館☎39-0011
伊加利地区公民館☎39-0567
西淡志知公民館☎36-5526
榎列公民館☎42-2393
八木地区公民館☎42-5956
市地区公民館☎42-5957
神代地区公民館☎42-5958
三原志知公民館☎42-6343
賀集地区公民館☎54-0331
北阿万地区公民館☎55-0055
阿万地区公民館☎55-0046
灘地区公民館☎56-0001
沼島地区公民館☎57-0001

広報 

今月の
おすすめ図書

●小泉官邸秘録
飯島勲著（日本経済新聞社）

米国同時多発テロ、北朝鮮
外交、郵政民営化など様々
な難局に官邸はどのように
対応したか。小泉内閣で主
席総理秘書官を務めた著者
が初めて明かす、決断と改
革の真実。

●未来のきみが待つ場所へ
　宮本延春著（講談社）

緑公民館図書室☎44-3008

●ラッキーボーイ
スーザン・ボウズ作（評論社）

そのイヌは、はじめラッ
キーではなかった。ある日、
必死の思いで土を掘り、隣
のおじいさんの庭に抜け出
した・・・。見捨てられた
イヌとひとりぼっちのおじ
いさんの幸せな愛のお話。

●生きていることを楽しんで
　ターシャ・テューダー文
　（メディアファクトリー）
三原図書館☎43-5037

●ふしぎなおきゃく
肥田美代子作／岡本颯子絵（ひさかたチャイルド）

「とんちんけん」は、ラー
メンのおいしいお店。と
ころが、ある日やってき
たお客は、一口だけ食べ
て帰ってしまいました。
次の日も、その次の日も
不思議なお客はやってき
て…。

●記念樹　記念日と誕生日365日＋１の樹
　三上常夫・若林芳樹共著（経済調査会）

西淡公民館図書室☎37-3028

●ブレイクスルー・トライアル
伊園旬著（宝島社）

技術の粋をつくした難攻不
落の技術研究所に侵入し、
24時間以内に所定のものを
持ち帰るという、懸賞金１億
円の一大イベント「ブレイク
スルー・トライアル」。数々
の障害に立ち向かい、突破す
るのは、どのチームなのか？

南淡図書館☎53-0234

～本と心のふれあいの場～

みんなの図書館
☆開館時間／9時30分～19時
　ただし、日曜日・祝日は、午後5時まで
　（緑・西淡公民館図書室は土曜日も5時まで）
☆休 館 日／月曜日・祝日の翌日・月末整理日（平日）
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南
あ
わ
じ
市
ダ
ブ
ル
ス

テ
ニ
ス
大
会

▽
日
時　

３
月
18
日
（
日
）
午
前

９
時
〜

▽
場
所　

南
あ
わ
じ
市
社
会
教
育

セ
ン
タ
ー
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

▽
試
合
形
式　

ダ
ブ
ル
ス
Ａ
、

Ｂ
、
Ｃ
種
目
（
男
女
混
合
可

能
）。
６
ゲ
ー
ム
先
取

▽
参
加
資
格　

オ
ー
プ
ン

▽
参
加
費　

１
ペ
ア
２
千
円

▽
申
込
期
限　

３
月
６
日
（
火
）

▽
申
込
み　

南
あ
わ
じ
市
社
会
教

育
セ
ン
タ
ー
☎
36
・
２
０
２
７
、

F 
36
・
２
３
１
９

国
際
交
流
サ
ロ
ン

▽
日
時　

３
月
11
日
（
日
）
午
後

２
時
〜
４
時

▽
場
所　

西
淡
公
民
館
２
階
ロ
ビ
ー

▽
内
容　

お
菓
子
作
り
、
音
楽
、

ゲ
ー
ム
な
ど

▽
協
力
団
体　

南
あ
わ
じ
市
国
際

交
流
協
会
、
い
ず
み
会
、
人
権

教
育
研
究
協
議
会

　

　榎列上幡多の下

幡多池北側で見つ

かった弥生時代中

期（約 2100 年前）

の遺跡です。

　細長い穴から青

銅で作られた祭
さ い し

祀

道具である銅
ど う か

戈が

出土しました。

　銅
どうたく

鐸や銅剣は淡路島でも多く出土していますが、銅

戈は初出土です。大切な祭祀道具である銅戈が破片で

出土したことは祭祀の重要性が変化したことを意味

し、それは弥生時代を考えるうえでとても重要なこと

です。

　　　　　問埋蔵文化財調査事務所☎ 42-3849

サ
ン
プ
ー
ル
の
水
泳
教
室

◆
短
期
子
供
水
泳
教
室

▽
日
時
・
対
象　

３
月
27
日
（
火
）

〜
29
日
（
木
）
３
日
間
。
①
新

年
中
児
か
ら
新
小
学
６
年
生

で
、
25
ｍ
泳
げ
な
い
人
＝
午
前

10
時
30
分
〜
11
時
30
分
。
②
３

歳
か
ら
新
年
長
児
で
、
25
ｍ
泳

げ
な
い
人
＝
午
前
11
時
30
分

〜
午
後
０
時
30
分

▽
定
員　

①
②
共
20
人

▽
参
加
費　

ス
イ
ミ
ン
グ
ス
ク
ー

ル
会
員
３
千
円
、
会
員
以
外

３
千
５
百
円

◆
水
泳
教
室
の
入
会
体
験

▽
日
時
・
対
象　

３
月
18
日
・
25

日
（
日
）。
①
３
歳
〜
新
小
学

１
年
生
＝
午
前
10
時
15
分
〜

11
時
、
②
新
年
中
児
〜
新
小
学

３
年
生
＝
午
前
11
時
15
分
〜

12
時

▽
定
員　

①
②
共
20
人
程
度

▽
参
加
費 　

３
百
円

◆
持
参
品　

水
着
、
水
泳
帽
子

◆
申
込
み　

南
あ
わ
じ
市
温
水
プ

ー
ル
「
サ
ン
プ
ー
ル
」
☎
42
・

４
９
９
４

ゆ
と
り
っ
く

水
中
歩
行
無
料
体
験
会

▽
日
時　

３
月
18
日
（
日
）
午
前

10
時
30
分
〜
11
時
30
分

▽
場
所　

ゆ
と
り
っ
く
プ
ー
ル

▽
定
員　

10
人

▽
申
込
み　

ゆ
と
り
っ
く
☎
36
・

５
７
８
９

２
０
０
７ 

Ｎ
Ａ
Ｉ
Ｓ

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

▽
日
時　

３
月
18
日
（
日
）
午
後

１
時
〜

▽
場
所　

南
あ
わ
じ
市
文
化
体
育
館

▽
参
加
費　

一
人
５
百
円

▽
対
象　

勤
労
青
年

▽
試
合
形
式　

ダ
ブ
ル
ス
（
男
女

混
合
可
）。
特
別
ル
ー
ル
を
適

用
。
多
数
景
品
あ
り

▽
申
込
期
限　

３
月
12
日
（
月
）

問
Ｎ
Ａ
Ｉ
Ｓ
事
務
局
（
阿
部
）
☎

幡
多
遺
跡
２
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 ●３月の図書館カレンダー

シリーズ
問
人
権
教
育
課
☎
37
・
３
０
１
９

お
出
か
け
児
童
館

春
休
み
工
作
教
室

▽
日
時　

３
月
24
日
（
土
）

　

午
前
10
時
〜
正
午

▽
場
所　

南
淡
公
民
館

▽
内
容　

木
工
パ
ー
ツ
で
貯
金
箱

を
作
る

▽
材
料
費　

百
円

▽
対
象　

小
学
生
40
人

▽
申
込
期
限　

３
月
17
日
（
土
）

▽
申
込
み　

南
あ
わ
じ
市
児
童
館

☎
52
・
３
９
９
９

淡
路
人
形
浄
瑠
璃
資
料
館

◆
服
部
嵐
雪
展　

５
月
13
日
ま

で
。
服
部
家
に
伝
わ
る
嵐
雪
関

連
遺
品
の
展
示

◆
土
文
芸
淡
路
雑
俳
展　

５
月
20

日
（
日
）
ま
で

問
淡
路
人
形
浄
瑠
璃
資
料
館

　

☎
43
・
５
０
３
７

究
極
の
折
り
紙
展

▽
期
間　

３
月
15
日
（
木
）
ま
で

▽
場
所　

西
淡
公
民
館
ロ
ビ
ー

▽
内
容　

超
極
小
の
折
り
紙

（
３
・
６
・
12
面
体
）
の
展
示
。

山
本
栄
子
さ
ん
制
作

問
西
淡
公
民
館
☎
37
・
３
０
２
８

福
良
だ
ん
じ
り
唄

合
同
な
ら
し
会

▽
日
時　

３
月
25
日
（
日
）
午
後

６
時
〜

▽
場
所　

南
淡
公
民
館
３
階
講
堂

▽
内
容　

福
良
地
区
自
治
会
、
保

存
会
、
愛
好
グ
ル
ー
プ
に
よ
る

だ
ん
じ
り
唄
の
発
表

問
南
淡
公
民
館
☎
50
・
３
０
４
８

玉
青
館
の
館
蔵
品
展

▽
期
間　

４
月
18
日
（
水
）
ま
で

▽
内
容　

直
原
玉
青
画
伯
の
風
景

画
を
中
心
に
展
示

問
玉
青
館
☎
36
・
２
３
１
４

第
35
回
天
体
観
測
会

金
星
を
見
よ
う

▽
日
時　

３
月
24
日
（
土
）
午
後

７
時
〜
９
時

▽
場
所　

神
代
小
学
校
校
庭
。
悪

天
候
時
は
室
内
で
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

▽
そ
の
他　

参
加
費
は
大
人
百

円
、
子
ど
も
無
料
。
子
ど
も
は

保
護
者
同
伴
で
参
加

◆
手
作
り
望
遠
鏡
組
立
て
教
室
参

加
者
も
募
集
中
（
３
月
ま
で
の

間
、
少
人
数
制
）

問
神
代
小
学
校
天
体
観
測
ド
ー
ム

再
建
準
備
会
代
表
・
木
田
徹
☎

０
９
０
・
３
６
１
６
・
３
８
２
４

●これなあに　はる・なつ・あき・ふゆ
　わたなべゆういち作絵（あかね書房）

利用にあたってのお願い
　図書館（室）は、館内にある図
書などを、閲覧または借用するた
めに設置されています。利用者ひ
とり一人が快適にご利用してい
ただけるように、次のことをお守
りください。

◆騒いだり、会話や音読はしない
◆物を汚したり壊したりしない
◆姿勢正しく、読みましょう
◆所定の場所以外では、飲食・喫
　煙はお断りします
◆ペット等は持ち込まない
◆他の人に迷惑となるような行
　為はしない

　みんなの図書館です。マナーを
守って利用しましょう。

月末日

※○はおやすみです

日 月 火 水 木 金 土
              1　 2  3

 4 　 5 　 6   7 　 8   9  10

11　12　13   14　15  16   17

18　19　20   21　22　23　24

 25　26  27   28   29  30  31
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心のかけはし

20

平成19年２月19
日までの受付分 
（敬称略）
※この欄への掲載を
希望しない人は、届
け出のときに窓口へ
お申し出ください
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「
発
見
！･･･

」

   

聞
い
て
あ
げ
て ●人　口 53,576人（前月比－74人）

　（男）　 25,857人（前月比－35人）
　（女）　 27,719人（前月比－39人）
●世帯数 18,161世帯（前月比－14世帯）
　　　　　　　　※平成19年2月1日現在

　

南
あ
わ
じ
市
教
育
委
員
会
で
は
、
冬
の
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
み
な
が

ら
親
子
の
ふ
れ
あ
い
を
深
め
て
も
ら
お
う
と
、「
親
子
ふ
れ
あ
い
ス

キ
ー
」
を
１
月
27
日
〜
28
日
、
ハ
チ
高
原
で
行
い
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
感
想
文
の
中
か
ら
一
部
紹
介
し
ま
す
。

　

子
ど
も
っ
て
す
ご
い
で
す

ね
。
大
人
に
と
っ
て
は
何
で
も

な
い
こ
と
で
も
興
味
を
持
つ

し
、
一
つ
の
お
も
ち
ゃ
で
も
、

何
通
り
も
の
遊
び
に
発
展
さ
せ

ら
れ
る
し
…
。
何
を
と
っ
て
も

天
才
？
と
思
う
ほ
ど
で
す
。
毎

日
毎
日
が
発
見
と
驚
き
の
連
続

で
す
。

　

口
で
は
言
え
な
い
時
期
に

は
、何
と
か
信
号
を
送
ろ
う
と
、

泣
い
た
り
、わ
め
い
た
り
、笑
っ

た
り
、
時
に
は
叩
い
て
み
た
り

み ど り（☎44-3008）開設日：月・火・水・金 
せいだん（☎37-3028）開設日：月・火・木・金 
み は ら（☎42-7703）開設日：火・水・木・金 
なんだん（☎50-3048）開設日：月・火・水・金 

南あわじ市子育て学習センター 

午前9時～ 午後1時 【開設時間】 

夫氏名（地区） 妻氏名（地区） 届出日
林　　正典（松　帆）
岡本　龍巳（賀　集）
荒田　康平（　市　）
齋藤　良典（八　木）
堀　　博文（阿那賀）
宮本　恵吾（洲本市）
平野　菊瑞（淡路市）
児島　正浩（榎　列）
堤　　伸成（賀　集）
尾嶋　芳正（津　井）
小丸　朝海（津　井）
雨堤　一人（津　井）
中山　徹也（津　井）
冨崎　昭寛（　湊　）
向田　　透（　市　）
前田　健作（広　田）
浦瀬　健志（福　良）
溝淵　達也（　市　）
前谷　晋矢（洲本市）

服部　美代（京都府）
平　　桂子（榎　列）
森崎　綾子（福　良）
長野　育代（洲本市）
市川友香子（阿　万）
佐久間有紀（洲本市）
記虎　千里（松　帆）
三木田眞紀（志　知）
藤本　智子（八　木）
平岩　理恵（洲本市）
木下　明香（八　木）
山崎　恵美（伊加利）
馬詰　　恵（松　帆）
藤本　涼子（福　良）
武市　明子（　市　）
岡本　怜子（福　良）
平野　広美（　市　）
和田　育実（　湊　）
氏家　陽子（潮美台）

1 月 13 日
1 月 21 日
1 月 21 日
1 月 21 日
1 月 21 日
1 月 24 日
1 月 24 日
1 月 27 日
1 月 28 日
2 月 1 日
2 月 2 日
2 月 3 日
2 月 8 日
2 月 10 日
2 月 11 日
2 月 11 日
2 月 11 日
2 月 13 日
2 月 14 日

出生

死亡

結婚

氏名 年齢 地区 死亡日
正木美重子
村上とよこ
南　　 正 夫
垂水　正彦
出口ふさの
阿部　由雄
榎本みよし
濱田　康夫
奈良こみね
辻村　和廣
板野惠美子
飛田　勝一
淡路庄太郎
小原　一夫
山口　武男
正木　松正
濱田とし子
堂上　初市
髙 田　　 正
久留米敬一
安藤　久子

倭 文
賀 集
福 良
広 田
八 木
阿 万
神 代
津 井
広 田
志 知
松 帆
福 良
灘

阿 万
松 帆
神 代
阿那賀
倭 文
榎 列
福 良
神 代

70
85
91
60
94
90
80
82
99
54
64
92
80
84
93
98
92
83
70
91
69

1 月 19 日
1 月 20 日
1 月 21 日
1 月 21 日
1 月 21 日
1 月 22 日
1 月 22 日
1 月 22 日
1 月 23 日
1 月 24 日
1 月 24 日
1 月 25 日
1 月 26 日
1 月 27 日
1 月 28 日
1 月 28 日
1 月 29 日
1 月 31 日
1 月 31 日
2 月 1 日
2 月 3 日

赤ちゃん 性別 保護者 地区 出生日

神田　陸
り く と

翔

亀井　真
ま な か

央

兵頭　翔
と あ

空

野口　政
ま さ と

登

中田　悠
ゆ う き

暉

岸口　萌
も も

桃

竹原　未
み き

記

久留米桃
も も か

佳

山野　結
ゆ い あ

愛

奈良　羽
はじゅん

純

貝間　飛
あ す き

来

太田　悠
ゆうすけ

介

片山　尚
な お き

己

新 田　　 和
なごみ

　　 太
だ い ち

地

吉田　優
ゆ う と

斗

十 河　　 愛
あい

四宮　颯
そ よ か

華

坂本　陽
は る と

都

富永　柚
ゆ う た

太

入野　叶
か な め

夢

山口　稜
りょうた

太

伊木　悠
ゆうせい

晴

宮地　美
み く

玖

阿部　萌
ほ の か

栞

入 谷　　 光
ひかる

前 田　真
ま な ぶ

歩

中部　愛
あ い り

里

中部　紅
く れ は

葉

武中　愛
あ い る

琉

藤原　幹
か ん た

太

滝口　春
は る な

菜

沼田　琉
る い

生

林　　 優
ひ ろ と

斗

上原　未
み く

来

米谷　優
ゆ な

那

廣 内　　 泉
いずみ

男
女
男
男
男
女
女
女
女
女
男
男
男
女
男
男
女
女
男
男
男
男
男
女
女
男
男
女
女
男
男
女
男
男
女
女
女

裕 功
真

史 洋
義 英
勝 哉
陽 厘
正 記
修 一
安 弘
敦 司
拓 哉
智 之
和 彦
貴 之
順太郎
貴 志
秀 明
章 博
直 哉
優 貴
央

元 康
秀 樹
一 博
守

敏 昭
弓 弦
進
進

優 也
智

英 雄
泰 宏
正 樹
剛

仁 戯
克 幸

西宮市
賀 集
賀 集
市

榎 列
明石市
潮美台
福 良
松 帆
阿 万
神戸市
北阿万
市

阿 万
福 良
八 木
神 代
阿 万
広 田
神 代
市

広 田
松 帆
八 木
阿 万
湊

福 良
志 知
志 知
灘

榎 列
大阪府
市

神 代
倭 文
潮美台
榎 列

1 月 12 日
1 月 13 日
1 月 14 日
1 月 16 日
1 月 16 日
1 月 17 日
1 月 18 日
1 月 21 日
1 月 21 日
1 月 22 日
1 月 22 日
1 月 26 日
1 月 26 日
1 月 26 日
1 月 27 日
1 月 28 日
1 月 28 日
1 月 30 日
1 月 30 日
1 月 31 日
2 月 1 日
2 月 2 日
2 月 3 日
2 月 5 日
2 月 5 日
2 月 6 日
2 月 6 日
2 月 6 日
2 月 6 日
2 月 7 日
2 月 8 日
2 月 9 日
2 月 11 日
2 月 12 日
2 月 13 日
2 月 13 日
2 月 14 日

氏名 年齢 地区 死亡日
原　　 末 子
雨堤　信幸
川野　利夫
阿部たね子
砂川　忠一
久井　清近
岡 本　　 守
坂田よしゑ
原田　春美
崎田　茂彦
長谷あや子
松島　文男
前田こすゑ
山崎　貞夫

阿那賀
洲本市
湊

福 良
福 良
神 代
阿 万
福 良
倭 文
市

倭 文
倭 文
福 良
神 代

84
30
82
90
82
80
61
87
64
67
83
84
93
74

2 月 3 日
2 月 3 日
2 月 3 日
2 月 4 日
2 月 4 日
2 月 8 日
2 月 8 日
2 月 9 日
2 月 9 日
2 月 9 日
2 月 9 日
2 月 10 日
2 月 10 日
2 月 10 日

氏名 年齢 地区 死亡日
岡野きよこ
柏 木　　 茂
井上キミコ
稲山　正躬
藤田　徹郎
武田　加代
藤井　寅由
阿部源之丞
榎本　政子
山口惠美子
堤　とよの
庄司　篤志
柏木ゆり子

広 田
八 木
倭 文
市

潮美台
北阿万
神 代
阿 万
神 代
松 帆
賀 集
津 井
榎 列

85
82
84
76
76
93
79
90
86
81
95
74
62

2 月 11 日
2 月 11 日
2 月 12 日
2 月 12 日
2 月 13 日
2 月 13 日
2 月 14 日
2 月 15 日
2 月 16 日
2 月 16 日
2 月 16 日
2 月 18 日
2 月 19 日

◆
堀
川
紗さ

き希
さ
ん
（
榎
列
）

　

は
じ
め
て
の
ス
キ
ー
、
と
て
も

た
の
し
か
っ
た
で
す
。
ゆ
き
も
、

あ
ん
な
に
た
く
さ
ん
ふ
っ
て
く
る

の
は
見
た
こ
と
が
な
か
っ
た
し
、

さ
わ
っ
た
こ
と
も
な
か
っ
た
の
で

び
っ
く
り
し
ま
し
た
。

　

は
じ
め
、
わ
た
し
は
、
ス
キ
ー

の
い
た
に
く
つ
が
は
ま
ら
な
く
っ

て
な
い
て
し
ま
い
、
ス
キ
ー
な
ん

て
だ
い
き
ら
い
と
お
も
い
ま
し
た

が
、
ス
キ
ー
き
ょ
う
し
つ
で
お
し

え
て
も
ら
っ
て
じ
ょ
う
ず
に
す
べ

れ
る
よ
う
に
な
り
、
ス
キ
ー
が
た

の
し
く
な
り
ま
し
た
。
お
か
あ
さ

ん
と
い
っ
し
ょ
に
そ
り
に
の
っ
て

す
べ
っ
た
の
も
、
と
て
も
た
の
し

か
っ
た
で
す
。

　

ら
い
ね
ん
は
、
お
と
う
と
も
つ

れ
て
き
て
あ
げ
て
み
ん
な
い
っ

し
ょ
に
ス
キ
ー
を
し
た
い
で
す
。

◆
堀
川
三み

か夏
さ
ん
（
母
親
）

　

ス
キ
ー
教
室
で
は
、
初
心
者
の

子
ど
も
と
別
れ
、
多
少
経
験
者
グ

ル
ー
プ
に
入
り
ま
し
た
。
体
が

▽
日
時　

平
日
午
後
１
時
〜
５
時

▽
場
所　

西
淡
公
民
館
・
青
少
年

育
成
セ
ン
タ
ー
内

　

☎ 

37
・
３
０
２
６

　

F 

37
・
３
０
４
８

▽
相
談
内
容　

非
行
、
い
じ
め
、

不
登
校
、
友
人
関
係
、
家
庭
教

育
、
子
育
て
、
ほ
か
青
少
年
に

関
す
る
す
べ
て
の
こ
と

▽
対
象　

様
々
な
悩
み
を
抱
え
て

い
る
青
少
年
や
保
護
者
。
秘
密

は
厳
守
し
ま
す

青
少
年
な
ん
で
も
相
談
室

「
地
域
の
お
じ
さ
ん
・
お
ば

さ
ん
運
動
」
に
ご
参
加
を

　

子
ど
も
た
ち
を
め
ぐ
る
問
題
が

深
刻
に
な
る
な
か
で
、「
地
域
の

子
ど
も
は
地
域
で
守
る
」
と
い
う

意
識
を
も
っ
て
、
子
ど
も
た
ち
を

温
か
く
見
守
り
、
支
援
す
る
大
人

が
も
と
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

日
常
の
あ
い
さ
つ
な
ど
の
声
か

け
、
見
守
り
な
ど
無
理
の
な
い
範

囲
で
、
で
き
る
こ
と
か
ら
実
践
す

る
「
地
域
の
お
じ
さ
ん
・
お
ば
さ

ん
運
動
」
を
自
治
会
等
の
各
種
団

体
、
グ
ル
ー
プ
で
の
加
入
を
お
願

い
し
て
い
ま
す
。

問
青
少
年
育
成
セ
ン
タ
ー

　

☎ 

37
・
３
０
２
６

「
親
子
ふ
れ
あ
い
ス
キ
ー
」
に
参
加
し
ま
し
た

思
う
よ
う
に
動
か
ず
、
ス
キ
ー
に

行
っ
て
い
た
頃
の
過
去
の
自
分
と

の
差
を
痛
感
し
、
ま
た
初
心
者
グ

ル
ー
プ
の
子
ど
も
た
ち
が
次
々
と

こ
ち
ら
よ
り
難
し
い
こ
と
を
し
て

い
く
様
子
に
か
な
り
つ
ら
い
も
の

を
感
じ
ま
し
た
。子
ど
も
は
、た
っ

た
の
二
時
間
で
か
な
り
上
達
し
自

信
も
つ
い
て
、
ス
キ
ー
は
楽
し
い

も
の
に
な
っ
た
よ
う
で
し
た
。

　

フ
リ
ー
タ
イ
ム
で
は
、
ス
キ
ー

だ
け
で
な
く
、
そ
り
遊
び
や
雪
だ

る
ま
作
り
な
ど
を
し
て
、
子
ど
も

と
共
に
、
童
心
に
か
え
っ
て
、
子

ど
も
以
上
に
楽
し
む
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

と
、
あ
ら
ゆ
る
手
を
使
っ
て
き

ま
す
。
お
し
ゃ
べ
り
が
で
き
る

よ
う
に
な
る
と
、
質
問
攻
め
で

す
。

　

そ
ん
な
時
、
わ
ず
ら
わ
し
い

と
か
め
ん
ど
く
さ
い
と
か
思
わ

ず
、
子
ど
も
の
目
線
に
合
わ
せ

て
し
っ
か
り
と
受
け
止
め
て
あ

げ
て
く
だ
さ
い
。「
こ
れ
が
い

い
た
か
っ
た
ん
や
」「
こ
ん
な

こ
と
や
っ
た
ん
か
」
な
ど
自
分

で
は
気
づ
か
な
か
っ
た
こ
と
も

あ
る
は
ず
で
す
よ
。

　

親
も
子
も
と
も
に
成
長
で
き

た
ら
い
い
で
す
ね
。

　
　
　
　
（
み
ど
り　

林　

薫
）

▲豆まき（みどり）

▲堀川三夏さん、沙希ちゃん
　兄の尚駿くん親子

▲鬼のお面づくり
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いきいき健康生活

23 22

い
き
い
き
健
康
生
活

●緑保健福祉センター
☎44-3009
●西淡保健センター
☎37-3029
●三原保健センター
☎43-5039
●南淡福祉保健センター
☎ 50-2122
●健康課
☎44-3004

2007.3.1発行

 ■休日応急診療所（広域消防南淡分署横☎53-1536）
診察日 9：00～16：30 19：00～22：30

 ３月 ４日（日） 大 森 弘 之 医師 平 山　　 毅 医師

 ３月11日（日） 穀 内 勇 夫 医師 斉 藤 雅 文 医師

 ３月18日（日） 畑 田 卓 也 医師 富 本 喜 文 医師

 ３月21日（水） 柴 田 亮 平 医師 友 清 龍 一 郎 医師

 ３月25日（日） 斉 藤 雅 文 医師 日 笠 久 美 医師

 ■時間外診療病院
曜日 病　　院　　名 曜日 病　　院　　名

月 平 成 病 院
☎ 42 - 5335 木 翠鳳第一病院

☎ 45 - 0099

火
平 成 病 院
☎ 42 - 5335 金 中 林 病 院

☎ 42 - 6200
八 木 病 院
☎ 42 - 6188 土 翠鳳第一病院

☎ 45 - 0099

水
中 林 病 院
☎ 42 - 6200

●平日は午後6時から
　　　　午後11時まで
●土曜日は午後1時から 
　　　　午後11時まで

南 淡 路 病 院
☎ 53 - 1553

３月の健康カレンダー

※健康カレンダーは南あわじ市ホームページの
　「イベントカレンダー」からでもご覧いただけます。
　アドレスは、http://www.city.minamiawaji.hyogo.jp/

診察日 担当医師 備　考
 ３月 ４日（日） 平 山　　 毅 医師 9:00～17:00

　担当医は都合により変
更になることもあります。
　受診前に電話をおかけ
ください（☎23ｰ2700）

 ３月11日（日） 大 橋　　 明 医師

 ３月18日（日） 村 上 龍 助 医師

 ３月21日（水） 奥 村　　 司 医師

 ３月25日（日） 植 村 幹 二 郎 医師

 ■休日小児救急診療（県立淡路病院）

内容 日 曜日 時間 場所

機能訓練を必要とされ
る方を対象（要予約）

５ 月 13:30 ～ 15:30 三原保健センター
７ 水 〃 緑保健福祉センター
12 月 〃 南淡福祉保健センター
14 水 〃 西淡保健センター
19 月 〃 三原保健センター
26 月 〃 南淡福祉保健センター
28 水 〃 西淡保健センター

内容 日 曜日 時間 場所

糖尿病予防教室

月１回６か月コース。軽
症糖尿病で64歳までの
方を対象（要予約）

７ 水  9:00 ～ 11:00 西淡保健センター
14 水  9:00 ～ 17:00 南淡福祉保健センター
22 木  9:00 ～ 10:00 緑保健福祉センター
26 月  9:00 ～ 17:00 三原保健センター
26 月 〃 南淡福祉保健センター

内容 日 曜日 時間 場所
生活習慣病相談、栄
養相談、血糖測定、
尿検査、血圧測定、
体脂肪測定など

５ 月   9:00 ～ 11:00 三原保健センター
７ 水   〃 緑保健福祉センター
７ 水   〃 西淡保健センター
26 月   〃 南淡福祉保健センター

介護予防相談
（血圧測定、検尿など）

１ 木  9:30 ～ 11:00 ふ く ら 荘
22 木   〃 仁 尾 荘

内容 日 曜日 時間 場所
ストレッチ体操 １ 木 13:30 ～ 15:00 三原保健センター

エアロビクス・ダン
ベル体操（要予約）

13 火 〃 南淡福祉保健センター
19 月 〃 緑保健福祉センター
26 月 〃 西淡保健センター

内容 日 曜日 時間 場所

介護予防の体操・
講話など

65歳以上の方を対象

５ 月   9:30 ～ 11:00 南淡福祉保健センター
５ 月 13:30 ～ 15:30 三原保健センター
14 水 〃 緑保健福祉センター
15 木   9:30 ～ 11:00 沼島総合センター
19 月 13:30 ～ 15:30 三原保健センター
28 水 〃 湯 の 川 荘

内容 日 曜日 時間 場所

転倒予防を含めた
足腰の運動
65歳以上の方を対
象（要予約）

13 火
  9:30 ～ 11:30

緑保健福祉センター
13:30 ～ 15:30

27 火
  9:30 ～ 11:30
13:30 ～ 15:30

内　　　容 日 曜日 受付時間 場　　所
強い歯・幼児フッ素塗布
（平成15年12月・16年６月生）

６ 火 13:30～13:45

緑保健福祉センター
２歳児歯科健診

（平成16年12月生）
２ 金 13:15～13:30

母親学級（後期） ８ 木 13:30～14:00
コアラ教室 22 木   9:30～11:00

育児相談
（平成18年１月生・
平成18年８月生）

１ 木 13:30～14:30 緑保健福祉センター
12 月 〃 西淡保健センター
19 月 〃 南淡福祉保健センター
23 金 〃 三原保健センター

３歳児健康診査
（平成16年１月・２月生）

９ 金 13:30～13:45 南淡福祉保健センター
13 火 〃 西淡保健センター
14 水 〃 三原保健センター

10か月児健康診査
（平成18年５月生）

16 金 13:30～13:45 南淡福祉保健センター
20 火 〃 西淡保健センター
22 木 〃 三原保健センター

４か月児健康診査
（平成18年 11月生）

23 金 13:30～13:45 南淡福祉保健センター
27 火 〃 緑保健福祉センター
28 水 〃 三原保健センター

日 曜日 受付時間 場　　所
９ 金 11:30～16:00 倭 文 防 災 セ ン タ ー
16 金 11:30～15:30 三 原 公 民 館

27 火
10:00～12:00 あわじ島農協阿万支所
14:00～16:00 阿万スポーツセンター

　

今
日
の
朝
ご
は
ん
は
食
べ
ま
し

た
か
？
朝
ご
は
ん
は
私
た
ち
の
体

と
脳
を
目
覚
め
さ
せ
、
こ
れ
か
ら

始
ま
る
一
日
の
活
動
に
欠
か
せ
な

い
食
事
で
す
。

　

何
を
す
る
に
も
ま
ず
朝
の
ス

タ
ー
ト
か
ら
。
朝
食
を
取
っ
て

朝
食
を
大
切
に
、
規
則
正
し
い
食
事
を

規
則
正
し
い
食
生
活
を
心
が
け
ま

し
ょ
う
。

規
則
的
な
食
事
が
体
の
リ
ズ

ム
を
整
え
る

　

夕
食
・
夜
食
偏
重
の
食
生
活
に

加
え
て
、
不
規
則
な
食
事
パ
タ
ー

ン
も
多
く
な
っ
て
い

ま
せ
ん
か
？　

朝
食

を
取
っ
た
り
、
抜
い

た
り
だ
け
で
な
く
、

大
人
に
限
ら
ず
子
ど

も
ま
で
も
が
、
い
つ

で
も
食
事
が
で
き
る

よ
う
に
な
っ
て
い
ま

す
。
不
規
則
な
食
事

を
続
け
る
と
、
体
の

リ
ズ
ム
が
で
き
る
時

間
が
な
く
、
本
来
の

能
力
が
発
揮
で
き
ま

せ
ん
。

　

便
利
で
効
率
的
な

現
在
の
生
活
で
は
、

疲
れ
や
す
い
・
だ
る

い
・
寝
つ
き
が
悪
い

な
ど
、
体
の
不
調
を

お
こ
し
や
す
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

食
事
は
、
朝
・
昼
・
晩
に
、
お

よ
そ
の
時
間
を
決
め
て
、
規
則
正

し
く
摂
り
た
い
で
す
ね
。

朝
食
を
と
っ
て
集
中
力
・
記

憶
力
ア
ッ
プ

　

朝
食
を
食
べ
る
と
体
温
が
上
が

り
脳
が
活
動
を
始
め
る
の
で
、
や

る
気
や
集
中
力
、
記
憶
力
が
高
ま

季節の健康レシピ食 
　　つ　ぼ　汁　（おつぼ）　（１人分）

　　【材　料】
きくらげ　　 　１枚
さといも　  　25ｇ
かんぴょう 　約１本
焼き豆腐　 　20ｇ
だし汁　　 150cc
白みそ　　　　７ｇ
しょうが汁　　　　  少々
砂糖　　　　　少々

　南淡に伝わる仏事のときに出される料理
のひとつ。地区、隣保によっても内容に違
いはあります。
　　　　　　　【作り方】
①きくらげは水につけて戻し、弱火で煮て
やわらかにする。
②さといもは一口大に切って下ゆでしておく。
③かんぴょうは塩もみし、水洗いして戻す。
4㎝おきくらいにくくってゆでる。結び目
ごとに切っておく。
④焼き豆腐は食べやすい大きさに切る。
⑤削りかつおと昆布でとっただし汁に材料
の具を入れて煮る。あらかじめ合わせて
おいた白みそと砂糖少々で味付けする。
⑥しょうが汁をあらかじめ椀に落とし、つぼ
汁を注ぐ。

（レシピ提供：南あわじ市いずみ会）

り
ま
す
。
食
べ
な
い
と
体
温
が
低

い
ま
ま
で
、
あ
く
び
が
で
た
り
眠

く
な
っ
た
り
し
て
集
中
力
も
で
ま

せ
ん
。

　

ご
飯
や
パ
ン
だ
け
の
朝
食
で
は

な
く
、
卵
や
納
豆
、
魚
な
ど
（
主

菜
）
の
た
ん
ぱ
く
質
と
野
菜
（
副

菜
）
も
合
わ
せ
て
食
べ
て
、
元
気

に
一
日
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
ょ

う
。

内容 日 曜日 時間 場所
ヘルシークッキング教室 ８ 木  9:30 ～ 12:00 南淡福祉保健センター
食 生 活 改 善 教 室 20 火 10:00 ～ 12:00 三原保健センター
男 の 料 理 教 室 15 木  9:30 ～ 12:00 南淡福祉保健センター

内容 日 曜日 時間 場所
講話、運動など ８ 木 10:00 ～ 12:00

緑保健福祉センター個別食生活相談
（要予約）

16 金   9:00 ～ 16:00
20 火 〃
23 金 〃
27 火 〃
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新
春
恒
例
と
な
っ
た
淡
路
島
う

ず
し
お
マ
ラ
ソ
ン
全
国
大
会
。
今
年

で
二
十
六
回
目
を
迎
え
る
大
会
の

第
一
回
大
会
は
昭
和
五
十
六
年
に

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当
時
の
広
報
紙

か
ら
そ
の
様
子
を
紹
介
し
ま
す
。

　
「
う
ず
し
お
の
見
え
る
こ
こ
門

淡
路
島
う
ず
し
お
マ
ラ
ソ
ン
全
国
大
会

　

沿
道
の
素
晴
ら
し
い
景
色
と

早
春
の
潮
の
香
り
を
満
喫
し
な

が
ら
、
爽
や
か
に
南
淡
路
を
駆

け
抜
け
よ
う
と
、
全
国
か
ら
多

く
の
ラ
ン
ナ
ー
が
訪
れ
ま
す
。

　

実
行
委
員
会
で
は
ラ
ン
ナ
ー

の
皆
様
に
満
足
し
て
帰
っ
て
い

た
だ
こ
う
と
昨
年
九
月
か
ら
準

備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

総
勢
六
十
五
名
の
実
行
委
員

は
総
務
部
会
、
競
技
部
会
、
イ

ベ
ン
ト
・
受
入
部
会
、
安
全
部

会
に
分
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
持

ち
場
で
、
ど
う
す
れ
ば
参
加
者

の
皆
様
に
満
足
し
て
い
た
だ
け

る
の
か
、「
お
も
て
な
し
の
心
」

を
ど
の
よ
う
に
伝
え
る
の
か
、

ま
た
安
全
を
確
保
し
な
が
ら
円

滑
に
大
会
を
運
営
す
る
に
は
ど

う
す
れ
ば
よ
い
の
か
、
な
ど
に

つ
い
て
、
検
討
を
重
ね
て
ま
い

り
ま
し
た
。

　

二
月
二
十
五
日
に
開
催
し
ま

し
た
第
二
十
六
回
大
会
で
は
、

元
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ラ
ン
ナ
ー
の

松
野
明
美
さ
ん
を
迎
え
、
昨
年

を
上
回
る
千
八
百
十
人
も
の
参

加
を
い
た
だ
き
、
無
事
盛
大
に

大
会
を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

こ
れ
も
ひ
と
え
に
、
ご
協
賛

ご
支
援
い
た
だ
き
ま
し
た
方
々
、

ま
た
大
勢
の
ス
タ
ッ
フ
や
関
係

者
の
お
蔭
で
あ
り
ま
す
。
こ
こ

に
深
く
感
謝
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

ラ
ン
ナ
ー
を
温
か
く
迎
え
た
い

　
　
　

淡
路
島
う
ず
し
お
マ
ラ
ソ
ン
全
国
大
会
実
行
委
員
会　

委
員
長　

芝　

壽
浩

広報 

▲福良地区保健衛生推進協議会
　の皆さんによる清掃活動
　（２月18日、大会コース）

崎
の
先
端
、
北
は
北
海

道
、
南
は
九
州
か
ら

千
二
百
五
十
二
人
が
集

結
、
降
り
続
け
る
雨
も

な
ん
の
そ
の
、
一
斉
に

ス
タ
ー
ト
、
怒
涛
の
ご

と
く
打
ち
寄
せ
る
人
の

波
、実
に
豪
快
だ
」
と
、

表
紙
で
写
真
を
掲
載
し

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、「
第
一
回
大

▲完走者へのタオルの配布は好評
　（第25回大会）

春の火災予防防火ポスター
（淡路広域消防事務組合募集）

小学生の部最優秀賞　　　　　　　　

大橋由佳さん（市小学校３年）

春季全国火災予防運動
統一標語「消さないで あなたの心の 注意の火。」

期間：３月１日～７日

⑩

会
は
、
う
ず
潮
を
眼
下
に
見
下
ろ

す
世
紀
の
事
業
、
大
鳴
門
橋
架
橋

を
記
念
し
て
、
五
月
二
十
四
日
、

南
淡
路
有
料
道
路
う
ず
し
お
ラ
イ

ン（
現
在
の
県
道
阿
万
福
良
湊
線
）

で
開
か
れ
、
全
国
か
ら
マ
ラ
ソ
ン

愛
好
者
が
集
ま
っ
た
」
と
し
、
四

年
後
の
大
鳴
門
橋
開
通
を
熱
望
し

て
開
催
さ
れ
た
こ
と
を
報
じ
て
い

ま
す
。

▲昭和56年6月10日発行の「広報なんだん」から

▲声援を送るスタッフに
　笑顔で応えるランナー
　（第24回大会）
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